
予
想
し
て
い
る
。
繰
り
越
し
と

合
わ
せ
た
供
給
量
は
11
万
９
千

俵
で
、
年
間
消
費
の
９
万
俵
に

対
し
て
の
需
要
は
、
満
た
し
て

い
る
。
た
だ
、
繰
り
越
し
が
大

き
く
減
少
す
る
の
で
、
来
年
に

向
け
て
面
積
を
増
反
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
、
昨
年
と
比
べ
る
と
価
格
は

上
昇
し
て
き
て
い
る
。

　

赤
系
金
時
、
甘
納
豆
な
ど
に

使
う
い
ん
げ
ん
豆
だ
が
、
去
年

の
作
柄
は
反
収
０
・
９
俵
と
最

も
被
害
を
受
け
た
。
繰
り
越
し

が
大
き
く
あ
っ
た
の
で
、
供
給

量
は
需
要
を
賄
う
分
確
保
で
き

た
。
今
年
は
繰
り
越
し
が
大
き

く
減
っ
た
が
、
反
収
４
・
１
俵

の
収
穫
量
を
確
保
で
き
る
見
通

し
だ
。
こ
の
た
め
、
次
期
繰
り

越
し
が
増
え
る
見
通
し
な
の

で
、
価
格
も
落
ち
着
い
て
き
て

い
る
。

ａ
と
平
年
並
み
で
増
加
の
見
込

み
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
繰
り

越
し
と
合
わ
せ
た
供
給
量
は
、

１
２
４
万
６
千
俵
と
な
り
、
安

心
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
水
準

だ
と
思
う
。
30
年
産
に
向
け
て

だ
が
、
現
在
の
作
付
面
積
で
不

足
が
生
じ
て
し
ま
い
、
来
年
は

さ
ら
に
増
反
が
必
要
な
環
境
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
相
場
は
少

し
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
も
高
値
で
の
推
移
が
予
想
さ

れ
る
。

　

白
系
い
ん
げ
ん
の
大
手
亡
だ

が
、
平
成
26
、
27
年
大
豊
作
で

27
年
産
の
繰
り
越
し
は
１
３
４

万
俵
で
１
年
分
持
っ
て
い
た
た

め
28
年
産
は
作
付
け
を
抑
制
し

た
。
と
こ
ろ
が
台
風
の
被
害
も

あ
り
、
収
穫
量
は
大
幅
に
減
少

し
た
た
め
、
需
給
は
一
気
に
改

善
し
た
。
29
年
産
の
作
付
面
積

は
１
、
０
５
０
ha
で
、
豊
作
と

は
小
豆
が
２
日
遅
れ
で
、
さ
や

数
も
若
干
少
な
い
。
９
月
15
日

現
在
で
は
、
さ
ら
に
４
日
遅
れ

で
、さ
や
数
も
89
％
と
少
な
い
。

た
だ
、
去
年
の
よ
う
な
台
風
被

害
は
無
く
、
さ
や
数
も
圃
場
の

差
は
あ
る
が
、
平
均
す
る
と
概

ね
良
好
と
み
て
い
る
の
で
、
平

年
作
ま
た
は
秋
の
経
過
に
よ
り

増
加
も
期
待
で
き
る
。

　

小
豆
類
の
暦
年
の
消
費
実
績

（
見
込
み
も
含
む
）
だ
が
、
28

年
産
は
反
収
２
・
８
俵
／
10
ａ

し
か
上
が
ら
ず
、
大
不
作
に
な

っ
た
。
供
給
量
は
１
４
１
万
７

千
俵
だ
が
、
前
年
の
繰
り
越
し

が
98
万
俵
あ
っ
た
の
で
、
96
万

俵
の
消
費
に
対
し
て
の
供
給
は

ま
か
な
え
た
。
今
年
の
作
付
け

は
、
２
万
ha
を
目
標
に
掲
げ
た

が
、
実
際
１
８
、
３
９
９
ha
で
、

２
千
ha
し
か
増
え
な
か
っ
た
。

一
方
、
収
量
は
４
・
５
俵
／
10

な
か
、
畑
の
作
付
け
を
取
り
合

う
形
に
な
り
、
豆
類
も
も
う
少

し
増
反
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

一
部
増
や
し
き
れ
な
か
っ
た
。

現
在
は
平
成
29
年
産
の
収
穫
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
、
豆
類
は

え
ん
ど
う
類
や
金
時
、
い
ん
げ

ん
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
気
象
経
過
だ
が
、
十

勝
管
内
帯
広
市
内
の
天
候
水
量

を
見
る
と
、
融
雪
も
順
調
に
推

移
し
、
畑
の
乾
燥
も
良
く
、
豆

類
の
種
蒔
時
期
の
天
候
推
移
も

良
好
で
、
平
年
を
上
回
る
気
温

だ
っ
た
。
５
月
は
降
水
量
も
少

な
い
の
で
、
播
種
も
し
っ
か
り

で
き
た
。
６
、
７
月
も
概
ね
気

温
は
高
め
で
、
適
度
な
降
雨
も

あ
り
、
良
好
な
経
過
で
推
移
し

た
。
８
月
に
入
る
と
北
海
道
は

天
気
が
悪
く
、
気
温
も
少
し
平

年
を
下
回
る
経
過
で
、
農
作
物

の
生
育
状
況
（
９
月
１
日
）
で

ど
の
品
目
も
逼
迫
し
た
状
況
の

中
で
、
雪
解
け
と
同
時
に
今
年

の
作
付
け
が
始
ま
っ
た
。
作
付

け
の
増
加
が
急
務
と
い
う
品
目

が
多
く
、豆
類
も
同
様
、昨
年
の

不
作
を
受
け
、
増
反
が
必
要
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の

　

竹
林
佑
介
氏
（
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会　

販
売
本

部
農
産
販
売
室
農
産
係
長
）
よ

り
「
北
海
道
産
豆
類
の
需
給
環

境
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。

　

昨
年
、台
風
の
被
害
が
あ
り
、

トヨミ大納言

　
全
菓
連
で
は
９
月
22
日
、浜
松
町
東
京
會
舘
で
29
年
度
事
務
局
連
絡
報
告
会
を
開
催
し
た
。

農
林
水
産
省
、
全
農
、
株
式
会
社
神
明
ア
グ
リ
、
ホ
ク
レ
ン
の
関
係
者
が
加
工
用
米
、
も
ち

米
、
М
Ａ
米
、
北
海
道
産
小
豆
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
、
価
格
は

や
や
高
値
で
、
８
月
の
長
雨
に
よ
り
若
干
、
品
質
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

同
会
に
は
各
県
組
合
の
事
務

局
員
、
農
林
水
産
省
政
策
統
括

官
付
農
産
企
画
課
佐
々
木
指
導

官
、
米
田
米
穀
需
給
班
加
工
用

米
穀
係
長
、
全
農
米
穀
部
原
材

料
課
名
取
副
審
査
役
、
黒
田
調

査
役
、
株
式
会
社
神
明
ア
グ
リ

和
中
本
社
事
業
部
長
、
ホ
ク
レ

ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
竹
林

販
売
本
部
農
産
販
売
室
農
産
課

係
長
が
出
席
し
た
。

◎
農
林
水
産
省
よ
り
の
説
明

○
最
近
の
需
給
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
以
降
、
米
の
価
格

は
上
下
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

26
年
産
は
過
去
に
な
い
く
ら
い

米
価
が
下
が
っ
た
。
こ
の
時
は

民
間
の
在
庫
量
が
２
０
０
万
㌧

を
大
幅
に
超
え
る
水
準
や
豊
作

等
が
あ
っ
た
。
需
給
の
引
き
締

め
を
図
る
た
め
、
27
、
28
年
は

生
産
量
を
減
ら
し
、
全
体
の
需

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
。
結

果
と
し
て
27
年
と
28
年
に
千
円

以
上
の
相
対
取
引
価
格
が
引
き

上
げ
に
な
っ
た
。
価
格
の
上
昇

は
ユ
ー
ザ
ー
に
は
良
い
こ
と
で

は
な
い
が
、
産
地
側
が
疲
弊
し

米
の
生
産
が
衰
退
し
て
し
ま
う

の
は
、
長
い
目
で
見
る
と
良
い

こ
と
で
は
な
い
。
少
な
か
ら
ず

21
年
や
25
年
の
価
格
水
準
に
戻

っ
た
。

○
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

今
後
の
見
通
し
だ
が
、
29
年

６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は
１
９

９
万
㌧
で
確
定
し
て
い
る
。
29

年
の
生
産
量
は
７
３
５
万
㌧
が

生
産
数
量
目
標
配
分
だ
が
、
最

終
的
に
10
月
15
日
現
在
が
出
な

い
と
数
字
は
固
ま
ら
な
い
。
ま

た
、
各
県
で
生
産
数
量
目
標
を

立
て
て
い
る
が
、
達
成
し
た
場

合
の
生
産
量
は
７
３
３
万
㌧
で

あ
る
。
こ
れ
に
29
年
の
作
況
が

１
０
０
の
場
合
だ
と
、
供
給
量

は
９
３
４
万
㌧
に
な
る
。
29
、

30
年
の
需
要
量
は
、
過
去
の
需

要
量
の
動
き
を
見
て
、
７
５
２

万
㌧
で
仮
置
き
し
た
場
合
、
来

年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は
１

８
２
万
㌧
に
な
る
。
１
８
０
万

㌧
の
在
庫
水
準
は
18
、
19
、

23
、
24
年
の
水
準
ま
で
需
給
が

引
き
締
ま
る
状
況
で
、
仮
に
今

年
の
作
柄
が
１
０
１
〜
１
０
２

に
な
っ
て
も
、
民
間
在
庫
ベ
ー

○
30
年
以
降
に
つ
い
て

　

加
工
用
米
制
度
や
30
年
以
降

の
新
た
な
政
策
に
つ
い
て
、
制

度
自
体
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な

い
。
新
し
い
取
組
み
に
対
し
、

国
が
支
援
を
行
う
こ
と
も
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
、
加
工
用
米
の

複
数
年
契
約
の
産
地
交
付
金
に

つ
い
て
、
30
年
以
降
の
加
算
分

は
無
く
な
り
、
生
産
者
か
ら
報

償
的
な
所
が
な
く
な
る
と
い
う

指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
産
地

交
付
金
で
は
、
今
ま
で
に
な
か

っ
た
米
の
新
市
場
開
拓
用
が
で

き
る
予
定
で
、
メ
イ
ン
は
輸
出

用
米
で
あ
る
。
反
当
り
２
万
円

く
ら
い
の
助
成
を
検
討
し
て
い

る
。
関
心
が
あ
る
産
地
は
多
い

の
で
、
加
工
用
米
だ
け
で
は
な

く
、
備
蓄
米
等
も
生
産
・
取
組

み
の
意
欲
が
、
輸
出
に
向
く
心

配
を
し
て
い
る
。

　

２
面
に
続
く
。

北
海
道
産
豆
類
の
需
給
環
境

全
菓
連 

事
務
局
連
絡
報
告
会
を
開
催

価
格
は
や
や
高
値 

加
工
用
米

同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
お
客
様
を
は
じ
め
、
皆
様
に
差
し
上
げ
て
下
さ
い
。

ス
で
は
、
需
給
の
緩
み
が
生
じ

る
状
況
で
は
な
い
。

　

価
格
の
上
下
幅
は
作
柄
次
第

だ
が
、
今
後
も
需
給
が
締
ま
っ

た
状
況
が
続
け
ば
、
現
在
の
価

格
水
準
を
維
持
し
、
安
定
を
図

る
方
向
に
行
け
る
と
思
わ
れ

る
。
心
配
し
て
い
る
の
は
、
さ

ら
に
過
剰
に
価
格
が
上
が
り
す

ぎ
る
こ
と
。
例
え
ば
今
年
の
作

柄
が
悪
い
事
態
に
な
っ
た
り
、

米
価
が
高
い
の
で
需
要
が
減
っ

た
り
、
高
い
国
産
か
ら
Ｍ
Ａ
米

調
達
へ
の
移
行
が
急
激
に
始
ま

る
な
ど
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要

量
は
減
る
。
す
る
と
来
年
６
月

末
の
在
庫
量
が
、
極
端
に
積
み

上
る
事
態
に
な
っ
た
り
、
逆
に

生
産
量
が
減
り
、
在
庫
量
が
大

幅
に
減
る
事
態
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
極
端
な

価
格
の
変
動
に
つ
な
が
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。
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１
面
か
ら
続
く
。

◎
農
林
水
産
省
よ
り
の
説
明

○
特
定
米
穀
に
つ
い
て

　

特
定
米
穀
に
つ
い
て
、
平
成

27
、
28
年
度
産
は
比
較
的
作
柄

も
良
か
っ
た
の
で
、
発
生
割
合

が
少
な
く
特
米
業
者
の
方
は
苦

労
し
た
。
29
年
は
、
早
い
段
階

の
台
風
や
大
雨
の
被
害
が
各
地

で
発
生
し
て
い
た
が
、
限
定
的

な
被
害
等
を
除
け
ば
、
さ
ほ
ど

心
配
が
無
い
と
聞
い
て
い
る
。

先
日
の
台
風
で
は
、
東
北
の
太

平
洋
側
の
産
地
の
一
部
で
被
害

が
出
た
が
、
そ
れ
以
外
の
産
地

で
収
量
は
確
保
で
き
て
も
、
長

雨
と
日
照
不
足
で
品
質
的
に
劣

る
懸
念
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と

主
食
用
等
の
品
質
が
劣
る
心
配

が
あ
る
が
、
特
米
の
発
生
割
合

は
高
く
な
る
と
い
う
見
方
が
な

◎
神
明
ア
グ
リ
か
ら
の
説
明

○
28
、
29
年
産
の
状
況

　

28
年
産
は
加
工
用
米
等
の
契

約
も
終
わ
り
、
収
量
・
納
品
の

段
階
に
な
っ
て
い
る
。
米
全
体

で
言
え
ば
、
主
食
米
に
つ
い
て

は
、
若
干
足
り
な
い
雰
囲
気
の

状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
価
格
も

高
騰
し
た
。
引
き
続
き
29
年
産

に
つ
い
て
も
、
当
初
か
ら
上
が

る
予
想
以
上
の
価
格
に
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
米
が
あ
ま
っ
た
ら
価

格
が
下
落
す
る
。
ど
こ
か
の
段

階
で
、
安
定
的
な
価
格
を
早
く

見
つ
け
て
い
く
努
力
が
必
要
で

あ
る
。
29
年
産
は
、
８
月
15
日

の
段
階
の
作
況
は
、
６
月
の
低

温
と
８
月
の
東
日
本
の
天
候
の

影
響
で
平
年
並
み
は
無
理
か
と

の
需
要
量
が
減
る
可
能
性
が
あ

る
。
Ｍ
Ａ
米
を
す
す
め
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
今
後
の
安
定

的
供
給
の
為
に
は
、
継
続
的
な

加
工
用
米
の
調
達
を
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

◎
全
農
か
ら
の
説
明

○
原
材
料
米
穀
を
取
り
巻
く
動

向
　

30
年
産
に
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
も
、
突
然
大
き
く
政
策
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
米
政

策
に
関
し
て
は
ツ
ー
ル
と
し
て

無
く
な
る
も
の
が
２
点
あ
る
。

行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の

配
分
が
無
く
な
る
こ
と
と
、
生

産
調
整
が
達
成
し
た
人
に
交
付

さ
れ
て
い
た
10
ａ
当
た
り
７
千

５
百
円
の
「
米
の
直
接
支
払
交

付
金
」
が
無
く
な
る
。
そ
れ
以

外
の
政
策
的
枠
組
み
は
、
そ
れ

ほ
ど
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
こ

う
い
う
伝
言
を
農
水
省
が
前
広

に
出
し
て
い
る
の
で
、
生
産
現

下
が
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
あ
る
程
度
値
段
が
上
が
っ

た
ま
ま
、
推
移
す
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
消
費
の
減
少
が
あ

る
の
で
、
国
内
で
食
べ
て
も
ら

わ
な
い
と
消
費
も
増
え
な
い
。

人
口
も
減
る
の
で
、
食
育
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

価
格
動
向
は
、
去
年
よ
り
８

０
０
～
１
０
０
０
円
位
上
が
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
状
況
で
推

移
す
る
と
思
う
。
消
費
者
が
買

う
買
わ
な
い
と
い
う
面
が
あ
る

の
で
、
来
年
の
７
、
８
月
、
買

っ
た
卸
の
中
で
ど
う
処
分
さ
れ

る
か
に
な
る
。
た
だ
、
主
食
米

が
上
が
る
と
く
ず
米
も
上
が

る
。30
年
産
以
降
に
つ
い
て
は
、

産
地
と
交
渉
す
る
。
農
家
も
ど

の
米
を
作
る
か
を
選
ぶ
も
の
が

○
水
田
活
用
米
穀
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
主
食
用

米
以
外
の
転
作
品
目
を
総
称

し
、
水
田
を
活
用
し
て
作
っ
た

米
と
し
て
、
水
田
活
用
米
穀
と

言
っ
て
い
る
。
水
田
活
用
米
穀

は
、
概
ね
加
工
用
米
、
飼
料
用

米
、
備
蓄
米
で
、
米
に
よ
る
転

作
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
26
年

か
ら
28
年
に
か
け
て
は
、
飼
料

用
米
が
増
え
た
。
29
年
産
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
構
成
比
は
変
わ
ら
な

い
と
推
測
し
て
い
る
。
27
か
ら

29
年
と
３
年
連
続
、
生
産
調
整

は
面
積
ベ
ー
ス
で
達
成
さ
れ
る

と
み
て
い
る
。
ま
た
、
数
量
ベ

ー
ス
で
は
増
加
し
て
い
る
が
、

27
・
28
年
以
降
、
質
的
に
変
わ

っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
飼
料
用

米
の
部
分
で
多
収
性
専
用
品

種
、
飼
料
用
米
専
用
品
種
で
作

る
比
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
28

年
産
で
は
43
％
で
作
付
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
割
合
が
も
う
一

て
頂
き
、
我
々
も
販
売
を
頑
張

り
た
い
。

い
る
の
で
、
加
工
用
米
の
生
産

を
増
や
し
て
欲
し
い
思
い
で
、

集
荷
の
時
に
支
払
う
価
格
を
上

げ
る
伝
言
を
産
地
へ
発
信
し
た

が
、思
う
よ
う
に
確
保
で
き
ず
、

実
需
者
の
必
要
量
の
注
文
に
対

し
、
満
額
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
各
県
の
米
穀
担
当

部
長
の
会
議
で
は
、
30
年
産
に

向
け
て
、
で
き
る
だ
け
食
卓
に

近
い
米
を
優
先
し
て
作
る
と
な

っ
た
。
先
ず
は
加
工
用
米
で
複

数
年
契
約
分
を
絶
対
に
確
保

し
、
輸
出
用
米
や
米
粉
用
米
を

優
先
し
て
作
り
、
そ
の
需
要
を

超
過
す
る
分
に
つ
い
て
飼
料
用

米
で
対
応
し
て
、
生
産
調
整
を

行
い
、
水
田
営
農
へ
の
継
続
を

し
て
い
く
方
向
性
を
確
認
し
な

が
ら
進
め
る
。

○
需
要
動
向

　

主
食
用
米
の
価
格
が
上
が
っ

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
食
生
活
の

変
化
が
あ
り
、
個
食
化
・
即
食

化
の
ニ
ー
ズ
が
広
が
り
、
冷
凍

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
す

る
の
が
、
い
ま
行
っ
て
い
る
方

法
で
あ
る
。
そ
の
年
に
よ
り
作

柄
や
品
質
な
ど
の
要
素
で
価
格

の
上
下
は
あ
る
が
、
結
果
と
し

て
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
、
民
間
在
庫
量
も
極
端
に
積

み
上
る
こ
と
が
な
く
、
適
切
水

準
と
言
わ
れ
る
範
囲
の
中
で
、

価
格
の
安
定
を
図
り
た
い
。
一

方
、
生
産
者
側
か
ら
す
れ
ば
、

生
産
の
経
費
を
割
る
よ
う
な
水

準
で
の
取
引
を
す
る
と
農
家
が

潰
れ
て
い
く
。
一
次
産
業
を
守

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程

度
の
価
格
水
準
の
維
持
が
必
要

で
あ
る
。

　

飼
料
用
米
の
補
助
金
が
高
い

と
言
う
話
だ
が
、
こ
の
交
付
額

は
米
の
生
産
ベ
ー
ス
で
、
約
10

ａ
あ
た
り
米
の
生
産
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
る
。

我
々
と
し
て
は
、
加
工
用
米
の

生
産
提
案
型
の
進
め
方
に
変
え

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
も
ち
米

　

28
年
３
月
末
の
も
ち
米
検
査

数
量
は
23
万
９
千
㌧
で
、
27
年

産
に
比
べ
２
万
４
千
㌧
、
26
年

産
に
比
べ
て
４
万
８
千
㌧
増
え

て
、
生
産
が
過
剰
気
味
に
な
っ

て
い
る
。
要
因
と
し
て
、
28
年

産
加
工
用
も
ち
米
が
５
万
９
千

㌧
と
公
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

数
字
は
過
去
最
高
で
前
年
よ
り

１
万
１
千
㌧
位
増
え
て
い
る
影

響
も
あ
っ
て
、
28
年
産
は
24
万

㌧
の
検
査
数
量
に
な
っ
た
。
一

方
29
年
産
は
、
28
年
産
で
過
剰

な
状
況
で
、
作
付
自
体
が
多
少

減
っ
て
い
る
な
か
、
作
況
は
８

月
15
日
時
点
で
北
海
道
、
北
陸

は
平
年
並
み
、
東
北
、
九
州
は

平
年
並
み
ま
た
は
や
や
良
で
、

８
月
以
降
の
曇
天
で
水
稲
の
生

育
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

供
給
が
一
義
的
に
あ
る
。ま
た
、

総
水
田
面
積
を
維
持
し
て
い
く

必
要
も
あ
る
。
生
産
数
量
は
減

ら
し
て
き
た
が
、
米
で
な
け
れ

ば
作
れ
な
い
地
域
も
あ
る
の

で
、
米
転
作
を
維
持
し
な
が
ら

水
田
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
飼
料
用
米
も
重
要
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
。

全
農
か
ら
の
回
答
：
価
格
が
上

が
る
と
翌
年
以
降
、
需
要
が
大

幅
に
減
り
、
米
作
り
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
く
現
実
に
直
面
し

て
い
る
の
で
、
主
食
用
米
以
外

の
ど
の
品
目
で
も
、
複
数
年
契

約
で
安
定
的
な
取
引
を
進
め
て

い
る
。
実
需
者
の
方
々
は
、
毎

年
安
定
的
な
数
量
、
品
質
、
適

切
な
価
格
で
調
達
し
た
い
と
い

う
思
い
に
応
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
価
格
を
設
定
す
る
際
の

さ
れ
て
い
る
。

○
Ｍ
Ａ
米
の
状
況

　

Ｍ
Ａ
米
の
状
況
だ
が
、
27
Ｒ

Ｙ
と
28
Ｒ
Ｙ
を
比
べ
る
と
加
工

用
米
の
販
売
が
実
績
と
し
て
増

え
て
い
る
。
29
年
の
価
格
に
よ

っ
て
は
、
さ
ら
に
増
え
る
と
聞

い
て
い
る
。
た
だ
、
過
去
を
振

り
返
る
と
決
し
て
高
い
水
準
で

は
な
い
。Ｍ
Ａ
米
が
増
え
れ
ば
、

そ
の
分
国
産
の
需
要
の
減
少
に

つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
国
産
の
主
食
米
の
平

均
価
格
が
毎
年
約
千
円
上
が
っ

て
い
く
な
か
で
、
26
年
度
産
の

安
い
価
格
帯
を
求
め
る
ユ
ー
ザ

ー
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
に
調
達
が
向
い

て
お
り
、
28
年
度
分
は
７
万
ト

ン
程
度
販
売
さ
れ
た
。
29
年
度

産
で
は
、
10
万
ト
ン
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ

枠
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
と
い
う
見
込

み
も
あ
り
、
国
産
の
主
食
用
米

い
う
話
が
多
い
。
茨
城
や
栃
木

あ
た
り
は
田
も
潤
っ
て
見
え
る

が
、
中
に
入
っ
て
見
る
と
不
稔

が
多
く
、
刈
り
取
っ
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
い
。
市
場
で
は
値

段
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
。

加
工
用
米
の
契
約
に
つ
い
て

は
、29
年
産
は
完
了
し
て
い
る
。

30
年
産
以
降
は
、
主
食
米
の
数

量
が
落
ち
る
と
、
価
格
は
上
が

る
動
向
に
な
る
。
今
年
は
全
体

量
を
抑
え
て
い
る
が
、
最
終
発

生
は
去
年
よ
り
多
い
か
は
収
穫

し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
特
米

関
係
も
、
発
生
量
は
去
年
よ
り

多
い
の
か
、
ま
た
、
価
格
的
な

面
も
収
穫
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

　

29
年
産
の
主
食
等
全
般
的
で

は
、
最
終
の
作
況
指
数
で
動
向

が
変
わ
る
が
、
大
き
く
価
格
が

場
で
は
、
30
年
産
に
向
け
て
の

準
備
が
進
ん
で
い
る
。
生
産
数

量
目
標
は
無
く
な
る
が
、
各
地

域
で
自
分
た
ち
は
ど
れ
だ
け
お

米
を
作
っ
て
い
く
べ
き
か
、
と

い
う
目
安
に
な
る
数
量
を
出
し

な
が
ら
、何
が
一
番
良
い
の
か
、

考
え
て
米
作
り
を
し
て
い
く
雰

囲
気
に
な
っ
て
い
る
。

○
主
食
用
米
の
状
況

　

主
食
用
米
の
需
給
動
向
は
、

締
ま
っ
て
い
る
見
方
が
継
続
し

て
い
る
。
作
柄
は
８
月
15
日
時

点
で
の
農
水
省
か
ら
公
表
さ
れ

た
段
階
で
は
、
総
じ
て
平
年
並

み
な
い
し
や
や
良
と
で
て
い
る

が
、
そ
の
後
、
曇
天
が
続
い
た

の
で
品
質
面
で
の
状
況
が
不
安

で
あ
る
。
主
食
用
米
の
状
況
を

み
る
と
、
価
格
が
26
、
27
、
28

年
と
上
昇
し
て
い
る
な
か
で
、

29
年
産
の
価
格
は
若
干
上
昇
す

る
傾
向
に
あ
る
。
米
価
全
体
の

価
格
の
状
況
は
、
若
干
底
上
げ

さ
れ
て
い
る
雰
囲
気
で
あ
る
。

増
え
て
い
る
が
、
加
工
用
米
の

要
望
は
多
い
の
で
、
確
保
し
て

頂
く
よ
う
に
全
農
に
も
努
力
し

段
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。

○
加
工
用
米
の
生
産
動
向

　

29
年
産
は
、
備
蓄
米
を
止
め

て
加
工
用
米
を
増
産
す
る
動
き

や
加
工
用
も
ち
米
を
生
産
す
る

動
き
、
逆
に
加
工
用
米
を
や
め

て
別
の
米
を
作
ろ
う
と
す
る
動

き
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
加
工

用
米
の
確
保
に
苦
戦
し
た
が
、

前
年
並
み
の
数
量
が
で
き
た
。

た
だ
、
西
日
本
の
産
地
は
、
加

工
用
米
の
生
産
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
複
数

年
契
約
に
対
す
る
産
地
交
付
金

が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
加

工
用
米
を
作
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
一
段
下
が
っ
た
と
い
う
見

方
で
、
麦
・
大
豆
・
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
る
動

き
が
広
が
っ
た
と
考
え
る
。
東

日
本
で
は
加
工
用
米
が
少
し
増

え
る
と
見
て
お
り
、
全
体
と
し

て
は
、前
年
並
み
と
見
て
い
る
。

29
年
産
は
飼
料
用
米
が
増
え
て

産
現
場
で
加
工
用
米
を
作
っ
て

く
れ
な
い
話
な
の
で
、
確
保
の

た
め
に
は
他
を
考
え
る
と
特
定

米
穀
や
Ｓ
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ
Ａ
米
も
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
生
産
現
場
が
ど
う
考

え
る
か
。

農
水
省
か
ら
の
回
答
：
国
と
し

て
は
、
法
律
が
需
給
・
価
格
の

安
定
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
国
の
政
策
の
基
本
的
考
え

方
と
し
て
、
価
格
を
誘
導
す
る

こ
と
は
し
な
い
。
需
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
が
第
一

次
的
に
進
め
て
い
る
考
え
方
で

あ
る
。
29
年
産
の
価
格
は
、
市

場
の
取
引
で
決
ま
る
の
で
、
今

年
の
水
準
が
安
い
か
ら
来
年
上

げ
る
た
め
に
需
給
を
絞
る
の
で

は
な
く
、
需
要
量
に
対
す
る
過

剰
な
供
給
を
し
な
い
よ
う
に
、

食
品
市
場
が
成
長
し
て
い
る
背

景
が
あ
る
。
同
業
界
で
は
、
安

定
的
に
原
料
調
達
す
る
こ
と
が

売
り
上
げ
を
伸
ば
す
条
件
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る

の
で
、
加
工
用
米
の
安
定
取
引

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
。

○
複
数
年
契
約

　

全
農
で
も
、
先
の
年
産
を
含

め
た
契
約
を
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
複
数
年
契
約
に

対
す
る
産
地
交
付
金
の
支
援
は

無
く
な
っ
た
が
、
29
年
産
に
お

い
て
も
半
数
程
度
は
複
数
年
契

約
で
、
事
前
に
契
約
を
す
る
形

で
取
引
し
て
い
る
。
30
年
産
に

向
け
て
は
、
生
産
現
場
は
悩
ん

で
い
る
。
生
産
調
整
の
枠
組
み

が
変
わ
り
、
生
産
数
量
目
標
が

無
く
な
る
一
方
、
米
に
よ
る
転

作
品
目
も
増
え
て
い
る
。
加
工

用
米
、
米
粉
用
米
、
備
蓄
米
、

飼
料
用
米
、
輸
出
用
米
も
あ
る

の
で
、
生
産
現
場
で
何
を
作
れ

ば
、
こ
れ
く
ら
い
の
所
得
に
な

る
と
い
う
部
分
に
対
し
て
で
、

他
の
作
物
、
麦
や
大
豆
、
飼
料

作
物
、
飼
料
用
米
を
作
っ
た
時

の
差
額
分
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
、
交
付
金
額
を
決
定
し
て
か

ら
と
い
う
形
で
あ
る
。
今
の
水

準
で
、
例
え
ば
飼
料
用
米
で
言

う
と
、
収
量
に
応
じ
て
最
高
10

万
５
千
円
、
そ
こ
に
他
の
助
成

も
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
い

水
準
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
、

国
産
の
飼
料
用
米
と
し
て
の
供

給
を
し
て
も
、
品
代
が
非
常
に

安
い
水
準
で
あ
る
。
コ
ス
ト
の

削
減
を
今
後
、進
め
て
い
け
ば
、

先
々
見
直
し
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
現
状
で
は
単
価
が

安
い
。
畜
産
側
か
ら
は
、
国
産

の
原
料
を
使
い
た
い
と
言
う
ニ

ー
ズ
も
あ
る
の
で
、
安
定
的
な

29
年
産
の
契
約
状
況
は
、
29
年

か
ら
31
年
産
の
３
カ
年
合
計
の

提
示
が
８
万
４
千
㌧
あ
っ
た

が
、
成
約
は
５
万
４
千
㌧
で
例

年
に
比
べ
る
と
成
約
率
が
低
か

っ
た
。
成
約
の
結
果
、
現
在
の

契
約
の
数
量
は
、
29
年
産
は
６

万
３
千
㌧
、
30
年
産
は
５
万
４

千
㌧
、
31
年
産
は
４
万
３
千
㌧

で
推
移
し
て
い
る
。
29
年
産
で

残
っ
て
い
る
物
が
あ
る
の
で
、

年
間
契
約
や
ス
ポ
ッ
ト
契
約
で

契
約
を
進
め
て
い
き
た
い
。
年

間
契
約
は
年
２
回
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
10
月
に
実
施
し
た

い
。
30
年
産
以
降
、
需
要
に
応

じ
た
生
産
に
重
き
を
置
い
て
行

う
べ
き
と
思
っ
て
お
り
、
契
約

栽
培
で
契
約
し
た
も
の
を
確
実

に
皆
様
へ
提
供
す
る
こ
と
を
中

心
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
30
年

産
は
、
需
要
動
向
調
査
の
報
告

を
各
需
要
者
よ
り
頂
い
て
い
る

が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
適
宜
生

産
を
行
い
た
い
。

考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、

一
つ
は
生
産
現
場
の
生
産
意
欲

を
減
退
さ
せ
な
い
こ
と
、
か
つ

再
生
産
可
能
な
農
家
の
手
取
り

を
確
保
す
る
こ
と
。二
つ
目
は
、

複
数
年
契
約
を
し
て
い
く
な

か
、
価
格
が
乱
高
下
す
れ
ば
う

ま
く
い
か
な
く
な
る
の
で
、
毎

年
の
取
引
価
格
の
連
続
性
を
担

保
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
い

く
。
三
つ
め
は
、
価
格
が
上
が

り
Ｍ
Ａ
米
に
シ
フ
ト
し
て
、
加

工
用
米
の
需
要
が
減
る
の
は
望

ん
で
い
な
い
の
で
、
国
産
の
需

要
を
消
失
さ
せ
な
い
価
格
の
水

準
に
す
る
。
こ
の
三
つ
を
基
本

的
な
考
え
方
に
据
え
て
、
か
つ

競
合
他
社
に
負
け
な
い
価
格
を

考
え
る
の
が
、
難
し
い
点
で
あ

る
。

全
菓
連
事
務
局
連
絡
報
告
会
よ
り

◎
質
疑
応
答
よ
り

質
問
：
米
の
消
費
拡
大
を
前
提

に
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
の

補
助
金
が
で
き
た
と
思
う
が
、

農
水
省
は
、
生
産
量
を
抑
え
て

価
格
を
上
げ
、
生
産
者
の
手
取

り
を
多
く
し
た
い
と
あ
る
。
消

費
拡
大
の
方
向
か
ら
す
る
と
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
。
飼
料
用

米
は
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
お

り
、50
万
㌧
近
く
い
っ
て
い
る
。

７
５
０
万
㌧
と
合
わ
せ
る
と
８

０
０
万
㌧
で
、
不
足
し
な
い
と

思
う
。
飼
料
用
米
の
場
合
、
補

助
金
が
10
ａ
あ
た
り
、
平
均
す

る
と
８
～
９
万
円
出
て
い
る
。

こ
れ
に
産
地
交
付
金
な
ど
を
加

え
る
と
、
13
万
円
位
で
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
単
純
計
算
す

る
と
、
契
約
し
て
、
飼
料
用
米

に
す
れ
ば
、
１
俵
１
万
３
千
円

位
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
加

工
用
米
の
価
格
を
上
げ
て
い
く

と
な
る
と
、
使
う
側
に
は
難
し

い
面
が
で
て
く
る
。

　

ま
た
、
加
工
用
米
を
含
め
国

産
米
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
た

が
、
実
需
者
は
価
格
で
判
断
す

る
。
生
産
者
も
手
取
り
が
多
い

方
で
判
断
し
て
い
る
と
思
う
。

今
後
、
生
産
量
を
安
定
さ
せ
る

の
か
、
消
費
を
増
や
す
の
か
ど

ち
ら
に
重
点
を
置
く
の
か
。
生
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嶋
真
輝
氏
（
㈱
島
村
工
場
長
）、

菓
子
つ
く
り
ホ
ー
ル
、
松
江
市

10
月
31
日
、
和
菓
子
製
造

技
術
講
習
会
、
講
師
・
清

水
利
仲
氏
（
御
菓
子
司
両
口
屋

菓
匠
）、
株
式
会
社
斎
藤
商
会

津
営
業
所
、
津
市

11
月
６
日
～
７
日
、
視
察
親
睦

旅
行
、
株
式
会
社
栗
庵
風
味
堂

（
長
野
県
小
布
施
町
）

11
月
３
日
～
４
日
、「
ふ

る
さ
と
の
食
・
に
っ
ぽ
ん

の
食
」東
京
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
正
面
玄

関
前
、
渋
谷
区

11
月
11
日
～
12
日
、
第
10
回
東

京
都
食
育
フ
ェ
ア
、
代
々
木
公

園
ケ
ヤ
キ
並
木
通
、
渋
谷
区

11
月
11
日
～
12
日
、
第
12

回
み
や
ざ
き
お
菓
子
ま
つ

り
、
宮
交
シ
テ
ィ
、
宮
崎
市

11
月
14
日
、
和
菓
子
講
習

会
、
講
師
・
岩
佐
洋
一
氏

（
日
本
菓
子
専
門
学
校
）、
サ

ト
ー
商
会
郡
山
営
業
所
、
郡
山

市

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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「全国菓子工業組合連合会PL保険制度」のご案内
◇大切な商品にPL保険をご契約頂くことで『大切なお客様』と『皆様のくらし』を守ります◇

● 新規申込締切日：平成29年5月26日（金）　　　● 更新申込締切日：平成29年3月31日（金）
● 保険期間：平成29年7月1日午後4時～平成30年7月1日午後4時〈1年間〉　 ）。すまりなと始開らか日1月翌の日込申お（。すましたい付受時随は入加途中※

取扱代理店：全菓連共済ビルヂング株式会社／〒107-0062　東京都港区南青山 5-12-4　☎03-3400-8901
引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社／〒108-6111　東京都港区港南 2-15-2 品川インターシティー B 棟 11 階　☎03-5781-6577資料請求・お問合せ先

※この保険は全国菓子工業組合連合会が保険契約者となる団体契約です。
※本制度にご加入できる方は、全国菓子工業組合連合会の組合員に限られます。 
※このご案内は全国菓子工業組合連合会 PL 保険制度の概要を紹介したものです。
   保険の内容はパンフレットをご覧ください。
   詳細は契約者である団体の代表者に渡してあります保険約款によりますが、
　ご不明な点がございましたら代理店にお尋ねください。

 平成29年3月作成　16-T24464

事故受付
サービス

東京海上日動のサービス体制なら安心です。
事故のご連絡・ご相談をフリーダイヤルで承ります。
いざというとき、全国どこからでも、ご利用いただけます。

－365 日 24 時間のサポート体制－
○事故の受付・ご相談
・受付時間：365 日 24 時間
・受付：フリーダイヤル 0120-119-110 “事故は 119 番 -110 番”

1. 生産物賠償責任〈PL〉保険（基本加入） 組合員の皆様が販売提供した飲食物により、お客様に身体の障害（食中毒や病気・ケガ）を
与え法律上の損害賠償責任を負ったことで被る損害を補償します。制度の概要

5.リコール（回収）費用保険
）約特保担用費ルーコリ（ 　

）ンョシプオ（     
製造・販売を行った食品に起因して健康被
害等の発生またそのおそれがある場合に、
その被害の発生または拡大の防止を目的
として回収等の措置を実施することによ
り生じた費用を補償します。

4. 施設賠償責任保険
　 （オプション）

看板・給排水設備など店舗施設の管理不備
や店舗における仕事の遂行により、他人の
身体・生命を害しまたは財物を破壊したこ
とについて法律上の損害賠償責任を負っ
たことによって被る損害を補償します。

2. 初期対応費用担保特約
　 （オプション）

対人事故の被害者への見舞金等の社会通
念上妥当な初期対応費用の支出を補償し
ます。

3. 食中毒休業補償保険
）約特保担益利毒中食（ 　

　 （オプション）
食中毒の発生により営業を阻害され、また
は休止を余儀なくされた場合、休業期間中
の喪失利益（営業利益＋経常費）等を補償
します。

＋

　

９
月
８
日
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
大
阪
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
催
県
で
あ
る
大
阪
府
菓
子

工
業
組
合
野
村
理
事
長
の
歓
迎

挨
拶
、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
で
あ

る
奈
良
県
菓
子
工
業
組
合
福
岡

理
事
長
の
挨
拶
、
全
菓
連
齊
藤

理
事
長
の
挨
拶
、
31
名
の
出
席

者
紹
介
の
後
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　

全
菓
連
近
況
報
告
に
つ
い
て

は
、
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
菓

子
工
業
新
聞
７
月
号
所
収
）、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
（
同
８
月
号
所
収
）
で
の
報

告
に
加
え
、
以
下
の
状
況
を
報

全
菓
連 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開　
催

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開　
催

長
及
び
濱
田
実
行
委
員
長
よ
り

三
重
菓
子
博
の
報
告
と
各
組
合

の
協
力
に
対
す
る
お
礼
の
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
全
体
会
議
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
理
事
長
会
議
の
報

告
が
行
わ
れ
、
全
菓
連
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
に
対
す
る
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
４
年
前
の
会
議
で
各

年
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
使
う
の

で
は
な
く
、
菓
子
博
に
備
え
た

共
有
資
金
と
し
て
扱
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
、
今
回
の
菓
子
博
に

も
そ
の
趣
旨
で
使
用
さ
れ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
同
じ
取
り
扱

い
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
県
か
ら
の
報
告
等
は
、
各

組
合
と
も
後
継
者
不
足
等
に
よ

る
組
合
員
の
減
少
と
そ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か

概
略
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

　

和
洋
を
問
わ
ず
経
営
者
は
す

べ
て
工
業
組
合
に
入
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

洋
菓
子
協
会
は
技
術
指
導
、
学

校
関
係
、
経
営
関
係
は
組
合
と

い
う
役
割
分
担
を
し
、
新
年
会

も
合
同
で
開
催
す
る
と
と
も

に
、
事
務
局
も
同
居
し
た
。
次

回
の
菓
子
博
は
関
東
以
北
で
や

れ
た
ら
と
思
う
。
コ
ン
パ
ク
ト

　

９
月
11
日
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
仙
台
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
県
で
あ
る
宮
城
県
菓
子

工
業
組
合
白
松
理
事
長
の
歓
迎

挨
拶
、
全
菓
連
齊
藤
理
事
長
の

挨
拶
、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
で
あ

る
北
海
道
菓
子
工
業
組
合
長
沼

理
事
長
の
挨
拶
、
32
名
の
出
席

者
紹
介
の
後
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　

全
菓
連
近
況
報
告
に
つ
い
て

は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
同

内
容
で
し
た
。

　

次
い
で
、
三
重
菓
子
博
岡
会

告
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
菓
子
協
会
を
中
心
に

関
係
団
体
で
検
討
を
進
め
て
い

る
栄
養
成
分
表
示
の
義
務
化
に

向
け
た
計
算
ソ
フ
ト
の
開
発

（
全
日
本
菓
子
協
会
専
用
ソ
フ

ト
）
に
つ
い
て
、
今
年
中
に
は

販
売
予
約
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
年
明
け
か
ら
注
文
受

付
、
製
品
の
発
送
は
平
成
30
年

10
月
（
義
務
化
の
１
年
半
前
）

を
目
途
に
進
め
て
お
り
、
販
売

代
金
は
通
常
の
同
種
の
ソ
フ
ト

の
価
格
が
約
４
万
円
／
１
枚
の

と
こ
ろ
１
万
円
台
の
前
半
程
度

で
販
売
で
き
る
予
定
で
あ
る
こ

と
、
本
ソ
フ
ト
は
、
全
日
本
菓

子
協
会
加
入
企
業
、
団
体
の
加

入
事
業
者
以
外
に
は
販
売
し
な

い
こ
と
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省

が
進
め
て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

よ
り
衛
生
管
理
の
制
度
化
に
つ

い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
一
般
衛
生
管

理
を
中
心
と
し
た
Ｂ
基
準
に
基

づ
く
衛
生
管
理
計
画
作
成
の
手

引
き
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
と
も
内
々
協
議
し
な

が
ら
菓
子
業
界
と
し
て
検
討
を

進
め
て
い
る
こ
と
。

　

次
い
で
各
府
県
か
ら
以
下
の

近
況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
５
月
と
10
月
に
工

芸
菓
子
技
術
講
習
会
、
10
月
に

技
術
講
習
会
を
実
施
、
11
月
２

～
６
日
姫
路
菓
子
祭
り
開
催
、

今
年
３
月
15
・
16
日
に
は
外
国

人
観
光
客
を
対
象
に
「
城
菓
町

・
姫
路
お
も
て
な
し
」
を
し
た

他
、神
戸
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
、

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
２

０
１
７
で
の
お
菓
子
提
供
な
ど

の
活
動
を
実
施
（
兵
庫
）、
組

合
主
体
で
新
し
い
土
産
物
を
作

ろ
う
と
昨
年
「
滋
賀
み
や
げ
も

ん
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
６
回
に
わ
た
り
検
討

を
進
め
、
今
年
２
月
20
日
に
は

滋
賀
の
み
や
げ
も
ん
と
し
て
滋

賀
特
産
の
羽
二
重
餅
を
原
料
と

し
た
「
湖
の
も
ち
」
を
プ
レ
ス

発
表
し
た
。
こ
の
他
、
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け

る
販
路
開
拓
事
業
を
４
回
、
10

月
に
は
草
津
市
で
滋
賀
県
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
菓
子
博
を
開
催
す
る
等
の

取
り
組
み
を
実
施
（
滋
賀
）、

昨
年
度
は
４
月
の
橘
本
神
社
春

季
例
大
祭
に
合
わ
せ
第
52
回
銘

菓
奉
献
祭
を
実
施
、
菓
子
博
に

つ
い
て
は
審
査
出
品
が
あ
る
か

ど
う
か
懸
念
し
た
が
、
お
隣
の

県
で
の
開
催
で
も
あ
り
若
い
人

た
ち
に
参
加
の
声
を
か
け
、
何

と
か
10
点
を
出
品
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
審
査
の
結
果
は
、
名

誉
総
裁
賞
が
２
点
を
含
め
機
関

賞
が
５
本
、
大
会
賞
が
３
本
と

い
う
予
想
外
の
好
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
、
受
賞
者
は
勿

論
関
係
者
一
同
非
常
に
喜
ん
で

い
る
（
和
歌
山
）、
昨
年
度
は

４
月
に
林
神
社
ま
ん
じ
ゅ
う

祭
、
12
月
に
大
神
神
社
献
菓
祭

を
実
施
、
菓
子
博
に
つ
い
て
は

県
庁
に
理
解
が
あ
り
支
援
し
て

も
ら
っ
て
い
る
、
後
継
者
不
足

等
に
よ
る
組
合
員
の
減
少
が
続

い
て
お
り
組
合
の
運
営
費
の
確

保
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
（
奈
良
）、

昨
年
度
は
７
月
食
品
衛
生
講
習

会
（
56
名
受
講
）、
９
月
食
品

表
示
講
習
会
（
83
名
受
講
）、

10
月
洋
菓
子
製
菓
技
術
講
習
会

（
36
名
参
加
）、
２
月
和
菓
子

製
菓
技
術
講
習
会（
48
名
参
加
）

を
実
施
、
ま
た
青
年
部
が
府
内

の
学
校
を
回
り
菓
子
教
室
を
実

施
、
菓
子
博
に
つ
い
て
は
京
都

府
出
品
会
を
組
織
し
て
対
応
、

現
在
三
重
菓
子
博
の
記
念
誌
を

製
作
中
（
京
都
）、
昨
年
度
は

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

に
し
す
ぎ
る
と
魅
力
も
な
く
な

る
の
で
、
既
存
施
設
を
活
用
し

て
や
る
方
向
で
、
ま
た
、
組
合

員
に
早
め
に
情
報
提
供
し
、
前

向
き
に
取
り
組
み
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
必
要
。
ブ
ロ
ッ

ク
の
事
務
局
間
の
意
思
疎
通
を

図
る
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

に
合
わ
せ
て
事
務
局
会
議
を
開

催
し
た
ら
ど
う
か
（
北
海
道
）、

こ
れ
ま
で
和
、
洋
、
パ
ン
で
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
が
、
今
年
か
ら

和
菓
子
協
会
、
洋
菓
子
協
会
の

会
長
も
組
合
の
役
員
に
な
り
、

事
業
計
画
も
相
談
し
な
が
ら
や

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

（
岩
手
）、
栄
養
成
分
表
示
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
計
算
ソ
フ

ト
の
進
捗
状
況
及
び
消
費
税
の

軽
減
税
率
導
入
関
係
の
助
成
金

に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
た

い
（
秋
田
）、
消
費
税
関
係
の

複
数
税
率
対
応
受
発
注
シ
ス
テ

ム
、
レ
ジ
ス
タ
ー
の
導
入
、
改

修
費
用
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て
は
、
以
前
菓
子
工
業
新
聞
に

も
載
せ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
問

い
合
わ
せ
窓
口
が
全
国
一
本
に

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
後
日
改

め
て
連
絡
す
る
（
栄
養
成
分
計

算
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
記
事
参
照
）（
全

菓
連
）、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
義
務

化
と
全
菓
連
と
し
て
の
対
応
を

聞
き
た
い
（
福
島
）、
小
規
模

事
業
者
に
も
対
応
可
能
な
一
般

衛
生
管
理
を
中
心
と
し
た
衛
生

管
理
計
画
（
Ｂ
基
準
）
作
成
の

手
引
き
を
厚
労
省
と
も
相
談
し

な
が
ら
菓
子
業
界
と
し
て
検
討

し
て
い
る
（
全
菓
連
）、
リ
ン

ゴ
の
県
産
品
種
を
使
っ
た
菓
子

を
作
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

（
宮
城
）。

　

次
年
度
開
催
地
を
札
幌
と

し
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
別
室
に
移

し
、
菓
子
博
の
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
営
に
尽
力
し
て

い
た
だ
い
た
㈱
フ
ジ
ヤ
仙
台
支

店
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た

後
、懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
18
日
、
和
菓
子
技
術

講
習
会
、
講
師
・
池
田
尚

志
氏
（
㈲
福
一
取
締
役
社
長
）、

マ
イ
ス
タ
ー
日
の
本
、
盛
岡
市

11
月
11
日
～
12
日
、
全
国
も
ち

サ
ミ
ッ
ト
、
一
関
文
化
セ
ン
タ

ー
、
一
関
市

10
月
19
日
、
第
35
回
菓
子

技
術
講
習
会
、
講
師
・
羽

鳥
誠
氏
（
日
本
菓
業
振
興
会
副

会
長
・
学
校
法
人
東
京
製
菓
学

校
和
菓
子
科
教
師
）、
丸
菱
、

鹿
児
島
市

10
月
24
日
、
和
洋
菓
子
研

究
会
、
講
師
・
レ
オ
ン
自

動
機
㈱
・
㈱
林
原
、
富
山
食
品

研
究
所
、
富
山
市

10
月
28
日
～
30
日
、
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
、
え

ひ
め
国
体
会
場
み
き
ゃ
ん
広
場

（
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
）、

松
山
市10

月
29
日
、
平
成
29
年
度

技
術
講
習
会
、
講
師
・
仲

行
事
予
定

岩手鹿児島

富山愛媛島根

三重東京宮崎福島 三
重
菓
子
博
へ
の
参
加
の
他
、

９
月
菓
子
原
材
料
（
小
麦
粉
）

研
修
会
（
50
名
出
席
）、
２
月

乳
酸
菌
勉
強
会
（
45
名
出
席
）、

３
月
食
品
表
示
制
度
講
習
会

（
95
名
出
席
）
を
実
施
、
ま
た

今
年
度
組
合
創
立
50
周
年
を
迎

え
る
の
で
、
来
年
１
月
に
記
念

式
典
を
開
催
す
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
な
お
、
和
生
菓

子
組
合
の
青
年
部
が
第
８
回
和

菓
子
甲
子
園
を
実
施
、
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
全
菓
連
青
年

部
と
相
談
し
て
い
る
（
大
阪
）。

　

次
い
で
、
三
重
菓
子
博
の
報

告
と
各
組
合
の
協
力
に
対
す
る

お
礼
の
挨
拶
が
岡
会
長
及
び
濱

田
実
行
委
員
長
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

2008 

第
25
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
兵
庫

○
○
○
○
賞
受
賞

菓
子
博
で
授
与
さ
れ
た
褒
賞
の
商
品
へ
の
表
示
例

表記は開催年も含
め、縦書きでも横
書きでもよい。

大会名は正式当該
大会名称で、愛称
は不可。

�開催年は必ず入れ
ること。’08のよう
な省略は不可。平
成○○年でもよい。
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子
ど
も
が
初
め
て
迎
え
る
誕

生
日
は
、
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
家

族
み
ん
な
で
祝
っ
て
欲
し
い
ー

と
都
城
市
甲
斐
元
町
の
老
舗
菓

子
店
「
昭
栄
堂
」
が
六
年
前
か

　

と
に
か
く
宮
崎
の
八
月
は
暑

か
っ
た
。
寝
苦
し
い
夜
は
新
聞

が
届
く
朝
が
待
ち
遠
し
い
。
な

ど
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
が
、

よ
う
や
く
の
ん
び
り
し
た
日
曜

日
の
朝
、
驚
き
ま
し
た
。
地
方

紙
の
一
面
に
組
合
員
さ
ん
の
写

真
と
記
事
が
あ
っ
た
の
で
す
。

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
、
一
歳
の
誕
生
日
ケ
ー
キ
を

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

始
め
た
の
は
、
四
代
目
社
長
の

遠
武
憲
明
さ
ん
。「
誕
生
日
ケ

ー
キ
が
あ
れ
ば
、
家
族
が
集
う

き
っ
か
け
が
で
き
る
。
そ
う
い

う
場
を
つ
く
る
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
願
い
を

込
め
る
。

　

遠
武
さ
ん
は
、
大
学
三
年
生

の
時
に
父
詔
治
さ
ん
が
が
ん
を

患
っ
た
た
め
、
家
業
を
継
ぐ
こ

と
を
決
意
。
長
崎
市
の
菓
子
店

な
ど
で
働
き
、
計
八
年
間
修
行

し
て
十
年
ま
え
に
帰
郷
し
た
。

　

明
治
時
代
に
創
業
し
た
菓
子

店
と
し
て
地
域
へ
恩
返
し
が
し

た
い
と
考
え
た
遠
武
さ
ん
は
、

自
身
に
幼
い
子
ど
も
が
い
た
た

め
、
一
歳
の
誕
生
日
ケ
ー
キ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
を
思
い

つ
い
た
。
詔
治
さ
ん
は
「
や
り

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

中
途
半
端
な
こ
と
は
す
る
な
」

と
当
初
反
対
し
た
が
、
遠
武
さ

ん
の
固
い
決
意
と
子
育
て
を
支

援
す
る
意
義
に
理
解
を
示
し
た
。

　

―
中
略
―

　

母
子
手
帳
を
持
参
す
れ
ば
、

居
住
地
に
関
係
な
く
受
け
付
け

て
い
る
が
、
受
け
取
る
ひ
と
の

大
半
は
同
市
や
三
股
町
、
支
店

を
置
く
鹿
児
島
県
曽
於
市
に
居

住
す
る
。
口
コ
ミ
で
評
判
が
広

が
り
、
現
在
は
二
店
舗
で
年
間

八
百
人
ほ
ど
の
ケ
ー
キ
を
贈
っ

て
い
る
。

　

―
後
略
―

　

少
し
離
れ
た
支
部
の
お
店
な

の
で
初
耳
で
し
た
。
胸
の
痛
く

な
る
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の
日
々

で
す
が
心
温
ま
る
話
で
す
。

　

ま
た
、
遠
武
さ
ん
は
都
城
市

　

創
業
弘
化
四
年
（
１
８
４
７

年
）、
羽
二
重
餅
の
元
祖
と
し

て
福
井
市
内
で
毎
日
こ
の
か
た

１
７
０
年
間
、
羽
二
重
餅
を
製

造
し
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
錦

梅
堂
の
、
紅
谷
宏
志
と
申
し
ま

す
。
７
年
前
に
先
代
か
ら
代
表

を
引
き
継
ぎ
９
代
目
と
な
り
ま

す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
こ
の
菓
子
業

は
家
内
の
実
家
で
、
自
分
自
身

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
育

ち
、
大
手
企
業
に
入
社
し
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
営
業
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
弊
店
に
転
職
し
て
き

た
当
初
の
印
象
は
扱
う
金
額
の

規
模
が
小
さ
く
全
く
つ
ま
ら
な

い
仕
事
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。毎
日
同
じ
も
の
を
作
り
、

同
じ
と
こ
ろ
へ
製
品
を
流
通
さ

せ
て
、
３
食
食
べ
て
寝
る
。
そ

し
て
朝
起
き
た
ら
ま
た
同
じ
事

の
繰
り
返
し
。
そ
れ
に
比
べ
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
営
業
は
毎
日

が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
ハ
プ
ニ
ン

グ
の
嵐
。
毎
日
が
刺
激
的
で
し

た
。
自
分
で
決
め
た
道
と
は
い

え
途
方
に
く
れ
な
が
ら
「
何
か

面
白
み
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
も

の
か
」。

　

そ
ん
な
事
を
思
っ
た
り
し
な

が
ら
数
年
が
経
過
し
た
と
あ
る

日
、
製
造
を
し
て
い
る
最
中
に

普
段
の
製
品
の
ち
ょ
っ
と
し
た

違
い
に
気
付
き
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
し
た
事
で
ち
ょ
っ
と
違
っ

た
製
品
が
出
来
て
し
ま
う
。
な

ん
で
同
じ
事
を
繰
り
返
す
の

か
。
い
つ
食
べ
て
も
い
つ
買
っ

て
も
同
じ
形
で
同
じ
味
の
も
の

を
お
客
様
は
求
め
て
い
る
。
だ

か
ら
同
じ
事
を
繰
り
返
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
福
井
人
に
あ
り
が

ち
な
お
と
な
し
く
言
葉
少
な
い

先
代
夫
婦
か
ら
同
じ
商
品
を
毎

日
作
り
続
け
る
難
し
さ
と
面
白

さ
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時「
こ
の
仕
事
は
面
白
い
！
」

と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

営
業
が
好
き
な
事
か
ら
年
に

数
回
、
県
外
の
百
貨
店
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
あ
る
日
お
買

上
頂
い
た
自
分
の
祖
母
く
ら
い

の
お
客
様
か
ら
「
私
の
祖
母
か

ら
あ
な
た
の
お
店
を
贔
屓
に
し

て
い
る
の
よ
」と
言
わ
れ
た
時
、

１
７
０
年
間
、
代
々
続
か
せ
て

頂
い
て
い
る
の
に
は
お

客
様
も
代
々
続
い
て
い

る
の
を
体
感
し
そ
の
歴

史
に
畏
怖
の
念
を
抱
き

ま
し
た
。
そ
し
て
代
々

続
い
て
頑
張
っ
て
き
た

祖
先
に
最
敬
礼
し
お
客

様
皆
様
に
感
謝
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
は
家
内
の
従
兄
弟

に
あ
た
る
工
場
長
が
10

年
前
か
ら
共
に
汗
を
流

し
て
精
進
し
、
二
人
三

脚
で
経
営
を
担
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
良
い
従
業
員

に
恵
ま
れ
、
３
人
の
子
宝
に
も

恵
ま
れ
、
い
ず
れ
は
順
調
に
事

業
継
承
で
き
る
の
が
夢
で
す

が
、
そ
の
機
会
が
訪
れ
た
時
に

は
次
世
代
が
喜
ん
で
継
承
し
た

く
な
る
よ
う
な
会
社
に
す
る
の

が
今
の
私
の
一
番
大
切
な
仕
事

と
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

毎
日
同
じ
商
品
を
製
造
す
る
事

に
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　

福
井
県
菓
子
工
業
組
合
・
有

限
会
社
錦
梅
堂
・
代
表
取
締
役

社
長
・
紅
谷
宏
志

内
の
事
業
所
五
社
（
記
念
品
、

写
真
、
呉
服
、
美
容
関
係
）
で

つ
く
る
「
子
ど
も
の
成
長
を
祝

う
会
」
に
も
加
盟
さ
れ
て
お
祝

い
事
の
意
味
や
伝
統
を
伝
え
、

地
域
文
化
の
継
承
に
も
力
を
注

い
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現

在
、
お
父
様
も
す
っ
か
り
元
気

に
な
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
し
た
会
社
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
三
人
の
娘
さ
ん
を
持

つ
遠
武
さ
ん
は
「
核
家
族
が
進

み
、
大
勢
で
祝
い
事
を
す
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
家

族
の
絆
を
強
め
、
み
ん
な
で
子

育
て
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

幸
せ
の
お
す
そ
わ
け
と
い
う

温
か
な
誕
生
日
ケ
ー
キ
が
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
に
届
き
幸
せ

の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
菓
子
工
業
組
合
事
務

局
・
大
西
み
つ
子

た
め
、
値
段
も
一
般
売
り
よ
り

半
額
に
近
い
、
１
冊
４
９
０
円

（
税
別
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

百
冊
以
上
で
あ
れ
ば
店
名
な
ど

を
名
入
れ
す
る
こ
と
も
可
能
。

　

斡
旋
概
要
は
次
の
通
り
。

▽
価
格
・（
１
冊
・
Ｐ
Ｐ
袋
入
り
、

の
し
袋
付
）
４
９
０
円
（
税
別
）

▽
注
文
単
位
・
10
冊
以
上
よ
り

受
付
（
送
料
別
・
30
冊
以
上
は

送
料
無
料
）

▽
構
成
・
表
紙
１
枚
、
本
文
12

枚
（
表
裏
共
４
色
刷
り
）

▽
サ
イ
ズ
・
14
・
５
㎝
×
18
・

２
㎝

▽
注
文
締
切
日
・
11
月
15
日

▽
購
入
を
希
望
す
る
方
は
各
県

組
合
へ
。

「
佐
賀
県
　
株
式
会
社
村
岡
総

本
舗
様
」

　

皆
様
は
佐
賀
県
に
あ
る
小
城

市
小
城
町
と
い
う
場
所
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？

　

今
で
も
清
流
が
流
れ
豊
か
な

農
作
物
が
実
り
、
深
い
歴
史
を

持
つ
九
州
の
小
京
都
と
い
わ
れ

る
場
所
で
す
。

　

そ
の
町
の
真
ん
中
に
村
岡
総

本
舗
様
が
あ
り
ま
す
。

　

小
城
市
小
城
町
の
み
な
ら
ず

佐
賀
県
・
福
岡
県
に
店
舗
展
開

さ
れ
、主
力
商
品
の
羊
羹
、様
々

な
和
菓
子
を
製
造
・
販
売
し
、

地
元
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る

老
舗
で
す
が
、
羊
羹
の
世
界
で

全
国
的
に
有
名
で
あ
り
、
全
国

の
和
菓
子
店
に
対
し
て
羊
羹
の

歴
史
と
高
い
技
術
を
伝
え
る
名

店
な
の
で
す
。

　

同
店
の
何
が
凄
い
か
と
言
う

と
、
菓
子
に
ま
つ
わ
る
古
代
・

中
世
・
近
世
の
文
献
に
遡
る
圧

倒
的
な
研
究
資
料
と
、
現
社
長

村
岡
安
廣
氏
の
博
識
に
あ
り
ま

す
。

　

技
術
も
相
応
し
て
高
く
、
明

治
中
期
に
長
崎
式
の
羊
羹
製
法

を
伝
え
ら
れ
、
爆
発
的
な
人
気

を
誇
る
ま
で
研
鑚
を
重
ね
、
小

さ
な
町
に
20
店
舗
あ
ま
り
羊
羹

店
が
連
な
る
ほ
ど
、
小
城
羊
羹

と
い
う
名
物
を
作
っ
て
発
展
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
煉
り
羊
羹
の
元
祖
は

京
都･

長
崎･

江
戸
で
生
ま
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村

岡
総
本
舗
様
の
羊
羹
は
本
州
の

ど
の
羊
羹
と
も
異
な
る
、
柔
ら

か
い
煉
り
具
合
、
小
豆
羊
羹
に

加
え
滑
ら
か
な
あ
っ
さ
り
と
し

た
風
味
の
桜
羊
羹
な
ど
、
独
特

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。

　

原
材
料
を
社
長
自
ら
買
い
付

け
に
あ
た
り
、
高
級
な
流
し
羊

羹
の
木
箱
も
自
社
製
造
す
る
な

ど
、
そ
の
こ
だ
わ
り
は
特
筆
に

値
し
ま
す
。

　

羊
羹
の
主
な
種
類
は
切
り
羊

羹
と
い
う
舟
に
流
し
た
羊
羹
を

切
り
分
け
た
品
と
充
填
式
の
密

封
さ
れ
た
品
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

切
り
羊
羹
は
珍
し
く
、
同
店

の
特
徴
の
あ
る
商
品
で
す
が
、

一
晩
呼
吸
し
た
羊
羹
が
奏
で
る

味
わ
い
は
絶
妙
な
物
が
あ
り
ま

す
。

　

２
０
１
５
年
に
行
わ
れ
た
ミ

ラ
ノ
万
博
で
も
大
変
好
評
を
博

し
た
と
言
わ
れ
、
美
味
し
い
物

は
た
と
え
ど
ん
な
ロ
ー
カ
ル
の

物
で
も
世
界
的
に
普
遍
な
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
村
岡
総
本
舗
様
の
歴

史
に
触
れ
た
け
れ
ば
本
店
横
に

あ
る
、
羊
羹
資
料
館
に
訪
ね
ら

れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

和
菓
子
で
も
珍
し
い
羊
羹
に

特
化
し
た
小
さ
な
文
化
財
の
建

物
で
は
今
ま
で
研
究
さ
れ
て
き

た
成
果
の
年
表
が
一
際
目
を
引

き
ま
す
。

【19】

尾関 勇

羽二重餅

毎
日
同
じ
商
品
を
お
客
様
に

創
業
170
年 

錦
梅
堂

福　井

錦
梅
堂

誕生日ケーキ

「
幸
せ
お
す
そ
わ
け
」

宮 崎一
歳
誕
生
日
に

　
　
無
料
ケ
ー
キ

昭栄堂の遠武憲明社長

　

全
菓
連
で
は
２
０
１
８
年

版
、
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
「
日
本

人
の
き
ま
り
ご
と
～
知
っ
て
お

き
た
い
生
活
歳
時
記
」
を
斡
旋

す
る
。
五
体
満
足
・
無
病
息
災

・
家
内
安
全
・
長
命
久
視
…
家

族
や
仲
間
が
幾
久
し
く
多
幸
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。
日
本
の
祭

り
や
行
事
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
日
本
人
の
暮
し
に
は
、
願

い
や
祈
り
を
仮
託
す
る
し
つ
ら

え
や
ふ
る
ま
い
の
歳
時
記
が
、

受
け
継
が
れ
て
い
る
。内
容
は
、

１
月「
初
詣
の
作
法
」、２
月「
節

分
」、
３
月
「
ひ
な
祭
り
」、
４

月「
長
寿
の
お
祝
い
」、５
月「
端

午
の
節
句
」、
６
月
「
六
曜
」、

７
月
「
七
夕
」、８
月
「
お
盆
」、

９
月
「
お
彼
岸
」、
10
月
「
お

宮
参
り
・
お
食
い
初
め
」、
11

月
「
七
五
三
」
12
月
「
年
越
し

の
準
備
」
と
な
っ
て
い
る
。
最

終
面
に
は
、
次
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
も
載
せ
て
い
る
。
同
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
大
手
文
房
具
店
の
カ

レ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア
の
販
売
品
に

も
毎
年
、
選
ば
れ
て
い
る
。
多

く
の
組
合
員
に
利
用
し
て
頂
く

「
日
本
人
の
き
ま
り
ご
と

知
っ
て
お
き
た
い
生
活
歳
時
記
」

の
斡
旋
品
ご
案
内

２０１8 年版
卓上カレンダー

２０１８年版卓上カレンダー

菓 子 工 業 新 聞 平成29年10月15日第943号 （４）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）
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昨
年
熊
本
を
襲
っ
た
熊
本
地

震
で
は
熊
本
で
有
数
の
観
光
地

で
あ
る
阿
蘇
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

阿
蘇
へ
続
く
メ
イ
ン
道
路
の

国
道
57
号
線
と
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線

の
寸
断
は
、
ま
だ
ま
だ
阿
蘇
の

方
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
阿
蘇
を

元
気
づ
け
よ
う
と
、
熊
本
県
菓

子
工
業
組
合
理
事
で
あ
る
阿
蘇

の
久
幸
堂
の
青
木
理
事
が
同
業

者
、
関
連
団
体
、
業
者
に
協
力

を
依
頼
し
て
阿
蘇
で
は
初
の
イ

ベ
ン
ト
「
く
ま
も
と
お
菓
子
ま

つ
り
in
阿
蘇
」
が
実
現
し
ま
し

た
。

　

「
阿
蘇
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
笑
顔
を
」「
お
年
寄
り

の
方
々
に
潤
い
を
」
を
テ
ー
マ

に
、
お
菓
子
の
力
で
阿
蘇
の
皆

様
に
元
気
を
届
け
た
い
と
の
思

い
で
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
阿
蘇
市
内
牧

の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
愛
・

ラ
イ
フ
内
牧
」
に
お
い
て
好
天

に
恵
ま
れ
る
中
、
佐
藤
阿
蘇
市

長
や
熊
本
県
菓
子
工
業
組
合
理

事
長
、
洋
菓
子
協
会
会
長
他
関

係
者
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
は

地
元
阿
蘇
市
内
の
和
菓
子
や
洋

菓
子
の
お
菓
子
屋
さ
ん
の
ケ
ー

キ
や
ま
ん
じ
ゅ
う
の
他
、
阿
蘇

の
方
々
に
日
頃
目
に
し
な
い
よ

う
な
熊
本
の
お
菓
子
を
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
と
、
熊
本
市
内
、

菊
池
、
山
鹿
、
玉
名
、
天
草
な

ど
の
銘
菓
40
種
類
以
上
の
商
品

を
並
べ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
熊
本
市
川
尻
の
開
懐
世
利

六
菓
匠
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
和
菓

子
製
作
実
演
や
お
茶
席
、
お
菓

子
教
室
が
開
か
れ
親
子
連
れ
な

ど
が
職
人
の
指
導
の
も
と
和
菓

子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
実
行
委
員
会
メ
ン
バ

ー
の
熊
本
県
洋
菓
子
協
会
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
洋
菓
子
教
室
が
開

か
れ
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
楽

し
そ
う
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
に
飾

り
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
蘇
の
被
災
者
の
方
、
そ
し

て
観
光
客
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
多
彩
な
お
菓
子
の
販

売
の
他
に
も
、
人
気
の
く
ま
モ

ン
の
シ
ョ
ー
や
、
猿
回
し
、
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
も
と
り
行
わ
れ
ど
の
ス

テ
ー
ジ
も
満
席
で
し
た
。
他
に

も
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、

屋
外
で
は
遊
具
や
射
的
な
ど
子

供
が
遊
べ
る
広
場
と
グ
ル
メ
ゾ

ー
ン
も
設
け
ら
れ
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
終
日
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

予
想
を
上
回
る
約
４
０
０
０

名
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
子

供
さ
ん
か
ら
家
族
連
れ
、
お
年

寄
り
の
皆
さ
ま
ま
で
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熊
本
県
菓
子
工
業
組
合
事
務

局
・
野
田
尚
美

　

こ
こ
の
お
菓
子
を
実
家
に
持

っ
て
い
く
と
、
母
は
毎
回
、
お

い
し
い
わ
ー
ど
こ
の
お
菓
子
？

と
聞
く
。
何
度
教
え
て
も
覚
え

な
い
の
だ
が
、
無
理
も
な
い
82

歳
の
母
の
現
役
時
代
に
は
ま
だ

開
業
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
…
。

　

実
力
派
店
主
杉
尾
社
長
は
滋

賀
の
た
ね
や
で
18
年
間
修
行
し

て
き
た
精
鋭
、
工
場
製
造
部
、

商
品
開
発
部
長
を
経
て
平
成
十

四
年
に
念
願
の
「
こ
も
よ
」
を

創
業
。
老
舗
菓
子
屋
で
も
、
親

か
ら
受
け
継
い
だ
菓
子
屋
で
も

な
い
「
こ
も
よ
」
は
な
か
な
か

名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
ず
、
厳

し
い
経
営
が
続
い
た
。
出
身
地

で
も
な
い
岡
山
で
の
商
売
は
難

し
く
店
の
味
を
覚
え
て
も
ら
う

の
に
７
～
８
年
か
か
っ
た
。
自

身
の
腕
ひ
と
つ
を
信
じ
、
店
主

の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
菓
子
屋
は

餡
が
す
べ
て
」
全
て
の
餡
を
自

身
で
作
る
。
小
豆
を
洗
う
、
煮

上
げ
る
当
た
り
前
の
こ
と
を
や

っ
て
い
く
だ
け
、
と
言
う
。
一

見
す
る
と
風
来
坊
の
店
主
だ

が
、
和
菓
子
を
語
り
は
じ
め
る

と
止
ま
ら
な
い
…
。
日
持
ち
す

る
こ
と
、
売
る
こ
と
を
優
先
す

る
と
包
装
や
脱
酸
素
剤
に
頼

り
、
皮
の
硬
さ
や
甘
さ
も
変
わ

っ
て
し
ま
う
。
本
来
和
菓
子
は

作
っ
た
そ
の
日
に
頂
い
て
欲
し

い
、自
ず
と
和
菓
子
の
素
直
さ
、

実
直
さ
が
伝
わ
る
。
看
板
商
品

の
「
蒸
羊
羹
」
を
い
た
だ
く
と

納
得
、日
持
ち
し
な
い
「
弓
張
」

と
金
菓
賞
に
輝
い
た
「
打
鼓
」

は
配
合
が
違
う
。

　

昔
の
私
は
洋
菓
子
を
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
、
季
節
に
よ
っ

て
並
ぶ
和
菓
子
が
変
わ
る
こ
と

も
知
ら
ず
菓
子
組
合
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
今
は
和
菓
子
や

お
茶
も
美
味
し
く
て
季
節
の
移

り
変
わ
り
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
こ
も
よ
」
に

出
会
っ
て
か
ら
、
日
持
ち
商
品

ば
か
り
い
た
だ
く
の
で
は
な

く
、
和
菓
子
を
新
鮮
な
状
態
で

頂
き
た
い
と
も
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
知
識
と
技
術
の
あ

る
職
人
は
岡
山
で
は
珍
し
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
に
今
年

の
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重

に
1
人
で
乗
り
込
ん
で
工
芸
菓

子
を
制
作
し
ま
し
た
。
作
品
名

は
「
鷹
」
台
座
は
「
カ
ル
メ
ラ
」、

こ
け
は
「
落
雁
」
で
、羽
は
「
餡

平
」
培
っ
て
き
た
技
術
を
結
集

し
て
制
作
。
仕
事
と
の
両
立
は

時
間
と
の
戦
い
で
、
鷹
が
と
ま

っ
て
い
た
木
や
周
囲
の
風
景
ま

で
は
満
足
の
い
く
仕
上
が
り
で

は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
鷹
」

に
は
自
身
が
あ
っ
た
、
今
も
店

先
に
は
「
鷹
」
が
と
ま
っ
て
い

る
。
店
主
の
愛
情
を
受
け
誇
ら

し
げ
に
…

　

岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
事
務

局
・
萱
野
美
香

　

２
０
０
９
年
か
つ
て
活
況
で

あ
っ
た
新
潟
市
中
央
区
古
町
界

隈
の
商
店
街
は
、
大
型
デ
パ
ー

ト
の
撤
退
や
、
老
舗
書
店
な
ど

の
廃
業
な
ど
で
急
速
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。
商
店
街
の
取
り
組

み
で
市
の
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て

も
そ
の
時
ば
か
り
で
一
向
に
活

気
の
戻
る
気
配
を
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

商
店
街
が
復
活
す
る
為
の
一

番
の
条
件
は
、
各
個
店
の
魅
力

を
上
げ
、
お
客
様
に
足
を
運
ん

で
頂
け
る
店
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
弊
社
社

長
の
発
案
の
も
と
〝
新
潟
が
生

き
生
き
と
し
た
活
気
あ
る
ま
ち

に
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
日
は

ま
た
昇
る
」
と
い
う
焼
菓
子
を

「
古
町
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
創

製
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
商
店
街
の
菓
子
店

を
は
じ
め
喫
茶
店
や
料
亭
な
ど

の
賛
同
を
受
け
、
11
店
舗
に
よ

る
「
美
味
な
る
周
遊
・
古
町
ス

イ
ー
ツ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

初
年
度
は
、
各
店
と
も
に
地

元
の
食
材
や
原
材
料
を
使
用
し

た
ス
イ
ー
ツ
を
発
売
し
、
試
食

会
や
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
順
調
な
滑
り
だ
し
を

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
地
域
の
新
潟
小

学
校
４
年
生
の
学
年
主
任
の
先

生
よ
り
、
授
業
の
一
環
で
栽
培

し
た
野
菜
を
、
ス
イ
ー
ツ
に
出

来
な
い
か
と
い
う
相
談
が
弊
店

へ
舞
い
込
ん
で
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
、
地
域
と
連
携
し
た

古
町
な
ら
で
は
の
「
古
町
ス
イ

ー
ツ
」
で
は
な
い
か
と
考
え
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
賛

同
を
得
て
現
在
の
「
古
町
ス
イ

ー
ツ
」
が
確
立
致
し
ま
し
た
。

　

古
町
商
店
街
を
は
じ
め
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
授
業
に
取
り

組
み
、
そ
こ
か
ら
発
案
し
た
素

材
を
軸
に
、
子
供
た
ち
の
自
由

な
発
想
か
ら
ス
イ
ー
ツ
の
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
ア

イ
デ
ア
を
基
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
と
子
供
た
ち
と
の

商
品
化
に
向
け
た
話
し
合
い
を

繰
り
返
し
、
そ
の
年
ご
と
に
新

し
い
「
古
町
ス
イ
ー
ツ
」
を
各

店
が
発
表
し
、
地
元
百
貨
店
で

あ
る
新
潟
三
越
に
て
販
売
会
を

実
施
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
潟
小
学
校
と
の
古
町
ス
イ

ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年

で
８
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
第

１
回
の
メ
ン
バ
ー
の
子
供
た
ち

が
高
校
２
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
で
も
お
店
に
遊
び
に

来
ら
れ
、
担
当
し
た
お
店
と
の

関
わ
り
が
続
い
て
き
て
お
り
ま

す
。
小
学
生
は
４
年
生
に
な
る

と
「
古
町
ス
イ
ー
ツ
」
の
授
業

が
あ
る
！
と
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
関
係
性
の
な
か
か

ら
、
地
域
で
育
っ
た
子
供
た
ち

か
ら
「
古
町
愛
」
を
持
っ
て
頂

き
、
か
つ
て
活
気
の
あ
っ
た
新

潟
の
ま
ち
に
太
陽
が
昇
る
よ
う

に
し
あ
わ
せ
と
元
気
を
取
り
戻

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

新
潟
県
菓
子
工
業
組
合
新
潟

市
支
部
・
株
式
会
社
丸
屋
本
店

専
務
取
締
役
・
本
間
健
二

発案したお菓子を宣伝する小学生

試作されたお菓子

籠
も
よ

杉
尾
社
長

熊
本
地
震
復
興
支
援

く
ま
も
と
お
菓
子
ま
つ
り
in
阿
蘇

熊　本

久
幸
堂
の
青
木
理
事

く
ま
も
と
お
菓
子
ま
つ
り
in
阿
蘇

「
古
町
ス
イ
ー
ツ
」誕
生
秘
話

地
元
小
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
お
菓
子
に

新　潟

風
乃
菓
　
籠こ

も
よ

餡
が
命
、素
直
な
味
が
客
を
惹
き
つ
け
る

岡　山
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岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　

岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合
は
、

去
る
平
成
29
年
９
月
18
日（
金
）

に
、
組
合
創
立
50
周
年
の
記
念

式
典
を
、
岐
阜
市
内
の
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
て
行

っ
た
。
古
田
肇
岐
阜
県
知
事
を

は
じ
め
、
御
来
賓
18
名
を
含
め

て
、
出
席
者
約
80
名
に
て
開
催

し
た
。川
上
秋
廣
副
理
事
長（
高

山
市
）
の
開
会
の
辞
の
後
、
国

歌
斉
唱
、物
故
者
追
悼
（
黙
祷
）

に
つ
づ
き
、
渡
辺
理
事
長
の
式

辞
、
そ
し
て
組
合
創
立
50
年
の

歩
み
を
、
澤
田
専
務
理
事
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
映
像
で
振
り
返
っ

た
後
、
組
合
功
労
者
と
し
て
北

野
茂
樹
様
、
小
森
文
夫
様
の
両

名
を
表
彰
し
た
。
受
賞
者
謝
辞

と
し
て
、
北
野
茂
樹
様
よ
り
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
来

賓
祝
辞
を
岐
阜
県
知
事
古
田
肇

様
、
岐
阜
商
工
会
議
所
会
頭
村

瀬
幸
雄
様
、
参
議
院
議
員
渡
辺

猛
之
様
、
参
議
院
議
員
大
野
泰

正
様
、
岐
阜
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
櫻
井
宏
様
、
全
菓

連
理
事
長
齊
藤
俊
明
様
の
御
祝

辞
を
頂
戴
し
、
青
木
利
博
副
理

事
長
（
岐
阜
市
）
の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
終
了
し
た
。
尚
、
理

事
長
は
式
辞
と
し
て
、
再
度
原

点
に
振
り
返
り
、
当
組
合
の
更

な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
発
展

向
上
と
、
よ
り
一
層
消
費
者
の

満
足
と
信
頼
を
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
る
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
祝
宴
に
移
り
、
開

会
の
こ
と
ば
を
伊
藤
力
男
会
計

理
事
（
各
務
原

市
）、
来
賓
祝

辞
と
し
て
、
岐

阜
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
会

長
辻
正
様
よ
り

頂
戴
し
、
乾
杯

の
音
頭
を
全
菓

連
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
会
幹
事
長
久

村
俊
昌
様
の
御

発
声
に
て
行

い
、
中
締
め
と

し
て
副
理
事
長

田
口
韶
夫
（
中

津
川
市
）、
閉

会
の
こ
と
ば
を

小
川
明
副
理
事

長
（
美
濃
市
）

に
よ
り
祝
宴
を
終
了
し
た
。

　

岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合
理
事

長
・
渡
辺
良
治

　

青
森
県
菓
子
工
業
組
合
で

は
、「
第
27
回
全
国
菓
子
大
博

覧
会
・
三
重
」
に
お
い
て
、
機

関
賞
を
受
賞
さ
れ
た
全
国
の
お

菓
子
の
中
か
ら
、
40
社
41
種
の

お
菓
子
を
取
寄
せ
て
の
「
試
食

研
究
会
」
を
７
月
20
日
に
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
全
菓
博
・
三

重
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
助

成
申
請
し
て
お
り
ま
す
〔
公
益

財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地
域
・

産
業
振
興
財
団
〕
よ
り
『
お
菓

子
の
お
祭
り
だ
か
ら
、
全
国
の

菓
子
組
合
が
参
加
す
る
か
ら
と

言
っ
て
、
た
だ
そ
れ
に
参
加
す

る
、
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
参
加

し
た
後
、
そ
れ
が
今
後
の
菓
子

屋
の
営
業
に
ど
う
繋
が
っ
て
い

く
の
か
、
ど
う
活
用
で
き
る
の

か
、
参
加
す
る
か
ら
に
は
活
性

化
を
考
え
事
業
実
行
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
』
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
の
基
、
計
画
し
実
施
致
し

ま
し
た
。

　

お
菓
子
を
取
寄
せ
す
る
に
あ

た
り
、
全
組
合
員
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
配

信
事
業
の
「
か
し
つ
う
し
ん
」

に
て
、
食
べ
て
み
た
い
商
品
を

募
集
し
、
そ
の
中
よ
り
取
寄
せ

可
能
な
商
品
を
事
務
局
よ
り
該

当
店
へ
連
絡
発
注
、
ま
た
、
半

数
近
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
活
用
し
て
発
注
手
配

致
し
ま
し
た
。

　

取
寄
せ
し
た
か
っ
た
商
品
の

中
に
は
、
季
節
限
定
も
多
数
あ

り
断
念
し
た
商
品
や
、
ま
た
、

数
量
が
多
く
て
発
送
を
お
断
り

さ
れ
た
お
店
も
１
店
舗
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
大
き
目
な
お
菓
子
、

高
額
に
な
る
お
菓
子
は
切
り
分

け
て
の
試
食
を
検
討
、
そ
の
他

の
切
り
分
け
困
難
な
菓
子
に
つ

い
て
は
、
入
り
数
、
若
し
く
は

バ
ラ
で
30
個
前
後
手
配
）

　

し
か
し
、
開
催
日
が
お
盆
菓

子
の
仕
込
み
等
で
菓
子
店
の
多

忙
期
と
重
な
り
、
思
っ
て
い
た

よ
り
も
参
加
者
が
少
な
め
で
、

参
加
し
た
方
か
ら
「
も
う
１
週

間
早
け
れ
ば
、
も
っ
と
参
加
で

き
る
人
が
い
た
と
思
う
」
と
の

声
が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ま
た

と
な
い
事
業
だ
っ
た
の
で
残
念

で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
取
寄
せ
た

菓
子
の
ど
れ
も
こ
れ
も
皆
素
晴

ら
し
く
、
外
見
、
味
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
、
価
格
に
、
試
食
し
て
い

る
方
々
か
ら
色
々
な
声
が
上
が

っ
て
お
り
ま
し
た
。「
こ
れ
は

本
当
に
有
名
、
流
石
！
」「
な

に
！
こ
れ
！
」「
ん
～
、
想
像

以
上
に
甘
い
ね
」「
本
物
の
果

物
よ
り
も
高
い
‼（
値
段
）」「
ほ

っ
ほ
～
、
考
え
る
も
の
だ
ね
」

「
お
っ
！
○
○
の
○
○
だ
！
」

等
々
。
ま
た
「
事
務
局
も
遠
慮

し
て
い
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
全

部
食
べ
て
み
な
い
と
駄
目
だ

よ
。
菓
子
屋
も
そ
う
だ
け
ど
、

事
務
局
も
同
じ
だ
か
ら
ね
」と
、

役
員
の
方
が
空
い
た
箱
に
沢
山

取
り
分
け
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
数
点
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

お
菓
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私

も
本
当
に
沢
山
の
お
菓
子
を
試

食
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
当

然
そ
の
場
で
は
全
て
食
べ
き
れ

な
い
の
で
、数
日
か
け
て
頂
き
、

し
っ
か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
致

し
ま
し
た
。（
お
菓
子
っ
て
、

本
当
に
幸
せ
に
な
り
ま
す
ね
）

　

こ
の
よ
う
に
菓
子
店
を
営
む

方
々
が
、
全
国
の
多
く
の
菓
子

を
一
斉
に
試
食
で
き
る
事
は
、

滅
多
に
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
し
、
参
加
者
の
皆
様
の
お
顔

が
に
こ
や
か
で
、
笑
い
声
が
最

後
ま
で
絶
え
な
か
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。「
試
食
研
究
会
」

は
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
と
て
も
好
評
で
し
た
。

今
後
も
、
特
に
一
般
の
組
合
員

の
方
々
が
奮
っ
て
参
加
で
き
る

事
業
を
検
討
、
実
施
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
菓
子
を
発
送
し
て

い
た
だ
い
た
各
都
道
府
県
の
組

合
員
の
お
店
の
方
々
か
ら
も
、

発
注
個
数
以
上
に
、
余
分
に
お

菓
子
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
価
格
の
サ
ー
ビ
ス
も
し
て

頂
い
た
り
、
中
に
は
購
入
額
に

対
し
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
多
す

ぎ
る
値
引
き
を
し
て
い
た
だ
い

て
「
ど
う
ぞ
、
定
価
で
お
願
い

し
ま
す
」
と
、
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
各
お
店
の
お
心
遣
い
に

感
謝
し
き
り
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
直
接
電
話
に
て
注
文
し
た

お
店
に
は
「
試
食
会
」
の
説
明

を
し
つ
つ
し
た
の
で
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
経
由
で
発

注
し
た
お
店
の
中
か
ら
「
菓
子

組
合
か
ら
注
文
が
来
る
の
は
初

め
て
な
の
で
、
ど
う
い
っ
た
用

途
に
お
使
い
に
な
る
の
か
お
伺

い
し
た
い
」
と
の
問
合
せ
も
あ

り
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

取
り
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
各
お
店
の
皆
様
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
文
に
て
感

謝
の
意
と
さ
せ
て
頂
き
た
く
、

開
催
か
ら
日
も
随
分
と
経
ち
ご

無
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
ご
容
赦

頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

《
開
催
方
式
》

・
会
場
入
り
口
付
近
に
取
寄
せ

た
お
菓
子
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

　

※
プ
レ
ー
ト
に
「
店
名
、
商

品
名
、
受
賞
名
、
所
属
菓
子
工

業
組
合
名
」
を
記
載
。

・
参
加
者
全
員
へ
試
食
後
提
出

用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
、
支

度
し
た
菓
子
が
食
べ
き
れ
ず
に

残
っ
た
場
合
に
、
お
持
ち
帰
り

で
き
る
よ
う
に
組
立
箱
を
入
れ

た
手
提
げ
袋
を
配
布
。
※
ア
ン

ケ
ー
ト
提
出
期
日
は
２
週
間
後

ま
で
。

・
参
加
者
各
自
で
自
由
に
試

食
、
歓
談
。

・
試
食
研
究
会
の
後
は
別
途
懇

親
会
を
開
催
。

　

【
試
食
研
修
会
は
「
全
菓
博

・
三
重
」
に
お
い
て
受
賞
さ
れ

た
、
青
森
県
菓
子
工
業
組
合
員

の
伝
達
式
の
後
に
開
催
し
ま
し

た
】

　

青
森
県
菓
子
工
業
組
合
事
務

局
・
木
村
文
子

全菓博で機関賞を受賞された全国のお菓子

40社41種のお菓子を取寄せて試食

全
菓
博

・
三
重

受
賞
菓
子
試
食
研
究
会
開
催

全
国
の
銘
菓
を
一
斉
試
食

青　森

岐
阜
県
菓
子

工 

業 

組 

合

創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

半
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返
る

岐　阜
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サ
ン
プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
大
変
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
皆
様
ご
承

知
の
通
り
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
８
月
25
日
（
金
）
に
郡

山
市
中
央
公
民
館
に
於
い
て
、

福
島
県
「
お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博

２
０
１
７
」
事
業
報
告
会
と
第

１
回
特
別
講
演
会
と
し
て
菓
子

博
実
行
委
員
長
の
濱
田
典
保
様

を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
に
つ

い
て
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
お
伊
勢
さ
ん
菓
子

博
実
行
委
員
会
ふ
く
し
ま
佐
藤

実
行
委
員
長
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
用
い
、
会
の
発
足
か
ら

活
動
内
容
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
な
ど
多
く

の
写
真
を
交
え
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
発
足
し

本
番
ま
で
約
半
年
。
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
大
成
功
に
終

わ
っ
た
福
島
県
関
係
の
菓
子
博

の
事
業
を
振
り
返
り
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
は

元
よ
り
今
回
参

加
し
た
約
１
０

０
名
の
組
合

員
、
組
合
企
業

社
員
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た

方
々
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い

て
福
島
県
中
小

企
業
団
体
中
央

会
の
羽
田
様
よ

り
サ
ン
プ
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト

時
、
来
場
者
に

お
願
い
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
今
回
の
目
的
の
一
つ

福
島
県
の
お
菓
子
の
安
全
、
安

心
を
全
国
に
発
信
で
き
た
と
判

断
で
き
る
結
果
で
し
た
。

　

続
い
て
、
菓
子
博
実
行
委
員

長
を
務
め
た
赤
福
会
長
濱
田
典

保
様
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
濱
田
様
に
は
サ
ン
プ
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
当
日
、
私
共
の
急

な
お
願
い
を
快
く
お
受
け
い
た

だ
き
赤
福
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
着

替
え
、
大
饅
頭
開
き
を
行
っ
て

い
た
だ
き
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
縁
も
あ

り
わ
ざ
わ
ざ
福
島
県
ま
で
お
越

し
い
た
だ
け
ま
し
た
。「
う
れ

し
・
た
の
し
・
お
か
し
」
と
い

う
演
題
で
菓
子
博
に
賭
け
た
思

い
や
危
機
管
理
、
裏
話
、
評
判

に
な
っ
た
お
菓
子
の
事
な
ど
熱

く
直
接
お
話
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
私
共
に
は
得
が
た
い
経
験

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
赤
福
を
味
わ
い
な

が
ら
伊
勢
茶
を
飲
む
と
い
う
趣

向
も
あ
り
、
名
古
屋
営
業
所
の

小
山
所
長
が
新
幹
線
を
乗
り
継

ぎ
赤
福
を
わ
ざ
わ
ざ
お
届
け
く

だ
さ
り
、
恐
縮
の
極
み
で
あ
り

ま
し
た
。
終
了
後
は
恒
例
の
集

合
写
真
を
全
員
で
撮
り
、
報
告

会
と
講
演
会
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
打
ち
上
げ
も

予
定
し
て
あ
り
、
第
42
回
プ
ロ

が
選
ぶ
『
日
本
の
ホ
テ
ル
旅
館

百
選
総
合
１
位
』
を
獲
得
し
た

母
畑
温
泉
八
幡
屋
に
場
所
を
移

し
、
平
成
28
酒
造
年
度
全
国
新

酒
鑑
評
会
金
賞
受
賞
蔵
５
年
連

続
日
本
一
の
福
島
県
の
二
十
二

銘
柄
を
集
め
濱
田
会
長
を
囲
み　

文
字
通
り
日
本
一
の
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

福
島
県
菓
子
工
業
組
合
副
理

事
長
・
菅
野
嘉
春

　

私
達
は
日
々
妄
想
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
悶
え
て
い
ま
す
っ

て
変
な
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
今
や
オ
ギ
ャ
ー
っ
て
生
ま

れ
て
か
ら
一
生
に
亘
っ
て
携
わ

っ
て
来
ま
し
た
日
本
の
文
化
で

あ
る
和
菓
子
業
界
が
変
わ
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
時
期
に
き
て

い
る
様
に
思
い
ま
す
。
父
が
商

売
を
し
て
い
た
頃
は
、
戦
後
、

日
本
が
経
済
成
長
と
共
に
発
展

し
て
来
て
気
運
も
高
ま
っ
て
国

民
の
生
活
も
徐
々
に
良
く
な
っ

て
い
っ
た
事
に
よ
り
、
庶
民
が

兼
ね
て
か
ら
生
活
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
お
菓
子
が
心
の
安
ら

ぎ
で
あ
っ
た
し
、
身
近
な
デ
ザ

ー
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
行
事
を
大
切
に
し
て
お
正

月
、
節
分
、
お
節
句
、
お
彼
岸

と
日
本
本
来
の
文
化
を
楽
し
ん

で
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

大
家
族
か
ら
核
家
族
に
な
る
事

に
よ
っ
て
、
ご
両
親
と
行
っ
て

い
た
行
事
も
一
世
代
か
ら
二
世

代
と
変
わ
る
と
今
ま
で
当
り
前

だ
っ
た
習
慣
も
段
々
に
か
た
ち

を
変
え
て
行
っ
て
し
ま
う
。
そ

う
な
れ
ば
、
私
達
、
お
菓
子
を

愛
し
て
い
る
者
と
し
て
は
そ
れ

な
り
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
時
代
に
あ
っ
た
和
菓

子
を
皆
で
盛
上
げ
て
作
っ
て
い

こ
う
を
合
言
葉
に
し
て
「
桃
菓

ち
ゃ
ん
」「
男
の
か
し
わ
餅
」「
千

寿
」
と
素
晴
ら
し
い
お
菓
子
を

誕
生
さ
せ
ま
し
た
。中
で
も「
桃

菓
ち
ゃ
ん
」
は
県
か
ら
表
彰
さ

れ
る
銘
菓
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
組
合
の
洋
菓
子

屋
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
り
新
し
い
試
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

に
ス
ポ
ッ
ト
を
充
て
て
神
奈
川

県
産
三
浦
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

お
菓
子
を
各
店
舗
で
製
造
販
売

す
る
と
言
う
事
。
昔
じ
ゃ
絶
対

に
あ
り
え
な
い
。
そ
ん
な
話
し

合
い
を
夜
な
夜
な
も
う
け
た
結

果
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
黒
色
を

下
地
に
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
で

っ
か
い
南
瓜
の
の
ぼ
り
と
お
し

ゃ
れ
な
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
、

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
斬
新

な
色
使
い
の
反
応
と
新
し
い
行

事
へ
の
挑
戦
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

　

当
店
の
初
挑
戦
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ス
ウ
ィ
ー
ツ
は
収
穫
も
ち
と

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
キ
ュ
ー
ブ
と
言
い

ま
す
が
、
オ
バ
ケ
だ
け
に
秘
密

に
し
て
お
き
ま
す
。

　

神
奈
川
県
菓
子
工
業
組
合
広

報
部
・
亀
岡
肇

福
島
県
の
菓
子
博
で
の
状
況

サ
ン
プ
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に

福　島

濱田典保様の特別講演会

集
合
写
真

神
奈
川

県
　
が

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
初
の
挑
戦
状

お
ば
け
南
瓜
な
ら
ぬ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ツ

神奈川

三浦かぼちゃを使ったハロウィンスウィーツ

お
し
ゃ
れ
な
ポ
ス
タ
ー
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ト
レ
ン
ド
に
振
り
回
さ
れ
て

は
い
け
な
い
。
ト
レ
ン
ド
と
時

流
は
ど
の
く
ら
い
違
う
か
。
時

流
は
大
体
３
～
５
年
で
動
い
て

い
る
。
ト
レ
ン
ド
は
１
年
未
満

で
終
わ
る
。
こ
こ
で
安
易
に
芸

能
人
を
使
っ
て
販
促
と
い
う
考

え
は
危
う
い
。
そ
う
い
っ
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
や
る
べ
き
事
を
押
さ
え

る
。
押
さ
え
て
お
け
ば
、
迷
う

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
95
％
以
上
の
人
は
実
践
出

来
て
い
な
い
。

　

私
が
社
外
取
締
役
を
務
め
て

い
る
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、

も
と
も
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
本

部
だ
が
、
酒
の
自
由
化
に
と
も

な
い
厳
し
い
状
況
と
な
り
３
年

前
、
通
信
販
売
に
参
入
し
た
。

　

３
年
目
で
１
・
５
億
、
今
期

が
４
年
目
で
３
億
を
目
標
と
し

て
い
る
。
旬
の
手
作
り
お
か
ず

セ
ッ
ト
と
し
て
、
冷
凍
の
個
食

パ
ッ
ク
の
惣
菜
を
販
売
し
て
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
総
務

省
、
通
信
販
売
は
経
済
産
業
省

の
管
轄
と
な
り
、
利
用
者
は
82

・
８
％
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

年
配
の
方
や
赤
ち
ゃ
ん
を
除

く
、
全
て
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
の
中
で
も
近
年
、
シ
ニ
ア

層
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

が
急
拡
大
し
て
い
る
。
国
は
65

歳
以
上
を
老
年
人
口
と
呼
ん
で

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
と
て
も
若

い
。

　

65
歳
以
上
の
方
た
ち
の
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
購
入
が
劇
的

に
増
え
て
い
る
。
こ
の
層
は
客

単
価
が
高
く
、
リ
ピ
ー
ト
率
も

高
い
、
そ
し
て
継
続
購
入
期
間

が
長
い
。
要
は
浮
気
を
し
な
い

の
だ
。

　

通
信
販
売
で
こ
の
層
を
取
り

込
む
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
若
者
向
け
に
特
化
し
て
い

る
商
品
な
ら
別
だ
が
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
必
ず
取
り
込
ん
で
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
体
的
に
ス
マ
ホ
を

中
心
と
す
る
モ
バ
イ
ル
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
急
拡
大

し
て
い
る
。

　

今
、
食
品
で
言
う
と
通
販
サ

イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
は
ス
マ
ホ
の

方
が
多
い
が
、
購
入
の
際
は
若

干
Ｐ
Ｃ
の
方
が
多
い
、
と
い
う

会
社
が
殆
ど
だ
。

　

ア
ク
セ
ス
は
ス
マ
ホ
の
方
が

多
い
が
、
逆
に
購
入
率
は
低
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
に
は

使
い
勝
手
が
悪
く
、
た
だ
調
べ

て
い
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
事
が
あ
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
す
ぐ
に
Ｐ
Ｃ
は
ス

マ
ホ
に
抜
か
れ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。

　

通
販
市
場
は
成
長
市
場
だ

が
、
伸
び
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ

る
。
頂
上
が
近
づ
い
て
き
て
い

る
。

　

私
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

成
功
確
率
が
上
が
っ
た
の
は
、

売
れ
な
い
仕
事
を
受
け
な
い
よ

う
に
し
た
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
お
菓
子
屋
か
ら
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を

「
ほ
か
の
店
に
比
べ
て
う
ち
の

は
美
味
し
い
ん
で
す
」
と
い
う

相
談
が
あ
っ
て
も
、
通
販
で
は

売
れ
な
い
。
地
域
密
着
で
売
る

か
ら
こ
そ
、
価
値
の
あ
る
商
品

で
は
あ
る
が
、
通
信
販
売
向
き

で
は
な
い
。
３
，
０
０
０
円
な

ら
お
取
り
寄
せ
に
値
す
る
が
、

　

食
品
・
飲
料
・
酒
の
業
界
は

ス
ー
パ
ー
な
ど
が
強
い
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
引
の

割
合
が
も
と
も
と
低
い
。
し
か

し
、
現
在
は
す
ご
い
勢
い
で
上

が
り
、
前
年
比
１
１
０
・
５
％

で
市
場
規
模
が
拡
大
し
て
、
１

兆
３
，
１
６
２
億
円
に
な
っ
て

い
る
。
Ｅ
Ｃ
化
率
と
い
う
言
葉

が
重
要
で
、
全
市
場
規
模
の
う

ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
引
さ

れ
て
い
る
割
合
は
２
・
03
％
、

進
ん
で
い
る
業
界
は
30
％
く
ら

い
あ
る
。
食
品
・
飲
料
も
20
％

位
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。
す

る
と
、
現
時
点
で
あ
る
程
度
の

シ
ェ
ア
を
取
り
、
通
販
で
１
億

売
っ
て
、
同
じ
シ
ェ
ア
を
保
っ

て
30
％
に
な
れ
ば
、
年
商
が
15

倍
に
な
る
と
い
え
る
。

　

シ
ェ
ア
さ
え
保
っ
て
い
れ

ば
、
市
場
が
勝
手
に
大
き
く
な

る
。早
く
取
っ
た
も
の
勝
ち
だ
。

る
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
売

り
上
げ
が
大
き
い
会
社
は
、

往
々
に
し
て
儲
か
っ
て
な
い
。

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
や
先
程
お

話
し
し
た
精
肉
店
Ａ
社
の
よ
う

な
会
社
こ
そ
、
通
販
の
年
商
が

大
き
く
、か
つ
儲
か
っ
て
い
る
。

　

通
信
販
売
に
お
い
て
は
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
依
存
ば

か
り
し
て
い
る
と
儲
か
ら
な
い

の
で
、
今
後
も
っ
と
広
い
視
点

で
通
販
業
界
を
見
る
べ
き
だ
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
ロ
ー
コ

ス
ト
で
回
っ
て
い
る
か
を
意
識

す
る
。
私
は
自
社
の
初
期
投
資

に
１
５
０
万
程
し
か
か
け
て
な

い
の
で
、
ロ
ー
コ
ス
ト
だ
と
い

え
る
。

　

例
え
ば
九
州
の
馬
肉
を
扱
う

Ｃ
社
は
、
馬
刺
し
で
年
商
１
・

そ
の
②

中山 裕介 氏 （リライズコンサルティング株式会社代表取締役）

ネットショップが実践している

たった 3つ のこと
年商

1億円の

　
日
本
食
糧
新
聞
社
、
協
同
組
合
全
日
本
洋
菓
子
工
業
会
は

２
０
１
７
年
４
月
12
日
（
水
）
～
14
日
（
金
）
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
第
14
回
デ
ザ
ー
ト
・
ス
イ
ー
ツ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
展
で
は
中
山
裕
介
氏
（
リ
ラ
イ
ズ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）
を
講
師
に
迎

え
「
年
商
1
億
円
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
実
践
し
て
い
る
た

っ
た
3
つ
の
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ト
レ
ン
ド
を
無
視

す
る

最
低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
の
現
状
と
疑
問

最
低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
の
基
本

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

は
全
国
商
圏
、
か

つ
成
長
市
場
な
こ

と
が
重
要

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

は
ロ
ー
コ
ス
ト
で

５
０
０
円
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は

値
し
な
い
の
だ
。
地
域
密
着
型

の
商
売
と
全
国
へ
向
け
て
の
商

売
と
は
違
う
。

　

私
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も

同
じ
事
。
全
国
商
圏
だ
か
ら
当

然
出
張
が
殆
ど
だ
。

　

よ
く
中
小
企
業
診
断
士
の
よ

う
な
方
は
「
仕
事
が
無
く
て
厳

し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い

る
が
、
そ
れ
は
地
域
密
着
型
だ

か
ら
だ
。
地
域
密
着
型
の
商
売

で
一
番
重
要
な
こ
と
は
誰
に
も

嫌
わ
れ
な
い
こ
と
。
全
国
商
圏

で
重
要
な
こ
と
は
、
殆
ど
の
人

に
嫌
わ
れ
て
良
い
こ
と
な
の
だ
。

　

私
の
こ
と
を
、
各
県
で
１
人

ず
つ
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
社

長
が
出
来
れ
ば
、
全
国
に
47
件

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
先
が
出

来
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
殆
ど

の
方
に
嫌
わ
れ
て
も
良
い
、
と

い
う
事
に
な
る
。

　

地
域
密
着
型
の
商
売
は
時
と

し
て
悪
い
噂
も
立
つ
。
ビ
ジ
ネ

ス
が
全
然
異
な
る
が
こ
と
を
履

き
違
え
て
い
る
方
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
大
阪
の
洋
菓
子
店

Ｂ
店
が
あ
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
は
あ
ま
り
目
立
っ
て

な
い
が
、
プ
リ
ン
専
門
店
だ
。

　

も
と
も
と
洋
菓
子
店
で
、
小

麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
社
長
で
も
食

べ
ら
れ
る
プ
リ
ン
の
専
門
店
を

作
っ
た
。

　

一
番
売
れ
て
い
る
商
品
は
、

1
個
６
，
０
０
０
円
の
抹
茶
の

プ
リ
ン
だ
。

　

ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
、
一

度
取
り
寄
せ
て
み
た
い
と
思
う

だ
ろ
う
。

　

数
あ
る
商
品
の
中
で
一
番
出

て
い
る
の
は
一
番
安
い
プ
リ
ン

だ
が
、
そ
れ
で
す
ら
７
３
４
円

で
非
常
に
高
価
だ
。

　

地
域
密
着
型
で
は
な
い
の
で

コ
ン
ビ
ニ
で
は
売
れ
な
い
が
、

お
取
り
寄
せ
な
ら
１
０
０
円
の

プ
リ
ン
よ
り
、
絶
対
に
Ｂ
店
の

プ
リ
ン
が
欲
し
い
。

　

従
っ
て
、ど
ん
な
商
品
か
は
、

商
圏
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
変
わ

る
。

　

銀
座
に
地
球
儀
や
天
体
望
遠

鏡
の
専
門
店
が
あ
る
。
商
圏
人

口
が
足
り
な
い
地
方
都
市
で

は
、
成
り
立
た
な
い
。

　

地
方
都
市
が
悪
い
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
人
口
が
足
り
な

い
の
だ
。
だ
か
ら
複
合
的
な
店

し
か
作
れ
な
い
。
洋
菓
子
店
も

同
じ
で
、
プ
リ
ン
の
専
門
店
は

地
方
都
市
で
は
作
れ
な
い
。
だ

か
ら
、
地
方
に
は
和
菓
子
も
洋

菓
子
も
扱
う
和
洋
併
売
店
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

５
億
売
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
馬
刺
し
よ
り
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
。し
か
も
、

１
・
５
億
を
１
・
５
人
で
売
っ

て
い
る
の
だ
。

　

正
社
員
１
人
、
パ
ー
ト
は
半

日
で
、
営
業
利
益
率
27
％
。
そ

れ
く
ら
い
で
回
る
か
ら
こ
そ
通

信
販
売
は
儲
か
る
。
要
は
小
さ

い
固
定
費
で
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
出
来
る
の
が
通
信
販
売
の
良

い
と
こ
ろ
な
の
だ
。
何
と
な
く

人
が
増
え
て
し
ま
っ
た
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
わ
か
り
に
く
く

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
、
電
話

番
が
必
要
と
な
る
等
、
そ
う
な

る
と
通
信
販
売
は
絶
対
に
儲
か

ら
な
い
。
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
回
す
こ
と
が
大
切

だ
。

　

次
号
に
続
く
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を

売
る
と
な
っ
た
以
上
は
、
今
の

商
売
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
く

の
で
は
な
く
、
全
国
商
圏
で
わ

ざ
わ
ざ
お
取
り
寄
せ
を
す
る
に

値
す
る
よ
う
な
切
り
方
を
す

る
。尖
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

周
り
の
人
か
ら
「
ぶ
っ
飛
ん

で
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
て
良
い

の
だ
。

　

尖
る
と
い
う
字
は
小
が
大
に

乗
っ
か
っ
て
い
る
。

　

こ
の
尖
り
方
が
重
要
で
、
先

程
の
洋
菓
子
店
Ｂ
社
が
１
０
０

円
の
プ
リ
ン
を
売
っ
て
い
た
ら

メ
デ
ィ
ア
に
も
出
な
い
し
、
通

販
の
売
り
上
げ
も
上
が
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
そ
の
尖
り
方
を

考
え
る
。
こ
れ
こ
そ
が
全
国
商

圏
の
重
要
な
こ
と
だ
。

　

次
は
成
長
市
場
。
一
番
大
切

な
の
は
、
新
規
客
の
獲
得
で
、

取
っ
た
と
こ
ろ
が
勝
ち
だ
。
既

存
の
お
客
様
は
離
脱
し
て
も
良

い
。
新
規
客
を
取
っ
た
会
社
が

儲
か
る
。
そ
こ
に
注
力
し
た
方

が
良
い
の
に
、
な
ぜ
か
「
お
客

様
か
ら
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

が
届
き
ま
し
た
」
の
よ
う
な
小

さ
な
事
を
気
に
し
て
し
ま
う
。

嫌
わ
れ
て
も
い
い
。
そ
も
そ
も

通
販
で
尖
っ
て
い
る
商
品
は
、

殆
ど
の
ニ
ー
ズ
か
ら
嫌
わ
れ
て

い
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
気
に
し
な
い
。
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本
日
は
華
や
か
な
50
周
年
の

会
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

私
ど
も
の
ほ
う
で
も
鳥
取
を

売
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
皆

様
が
販
売
戦
略
を
さ
れ
る
時
、

鳥
取
の
状
況
が
ご
参
考
に
な
れ

ば
と
思
う
。
私
の
本
業
は
知
事

で
あ
り
、
決
し
て
芸
人
で
は
な

い
の
だ
が
、
最
近
、
勘
違
い
さ

れ
る
方
も
多
い
。
テ
レ
ビ
の
印

象
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
今
の
季
節
、
砂
丘

に
は
日
本
海
に
夕
日
が
沈
む
姿

が
見
え
る
。

　

実
は
鳥
取
は
菓
子
の
消
費
量

が
多
い
。
お
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、

　

皆
さ
ん
が
一
番
耳
に
し
た
の

は
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
問
題
だ

ろ
う
。
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
野

心
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

で
、
全
国
47
都
道
府
県
に
出
そ

う
と
い
う
計
画
を
お
持
ち
だ
。

順
番
に
店
を
出
さ
れ
る
が
、
島

根
県
に
出
し
た
の
は
平
成
24
年

９
月
で
あ
る
。
そ
の
時
、
テ
レ

ビ
朝
日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
、

取
材
に
来
ら
れ
た
。質
問
は「
島

根
県
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
で

き
て
、
鳥
取
県
は
唯
一
お
店
の

無
い
県
に
な
っ
た
。
知
事
の
見

解
を
問
う
」
だ
っ
た
。
普
通
の

県
な
ら
多
分
受
け
な
い
だ
ろ

う
。
私
の
秘
書
も
「
こ
れ
は
さ

す
が
に
…
」
と
言
っ
た
が
、
鳥

取
県
は
情
報
公
開
を
旨
と
し
て

お
り
、
ど
ん
な
取
材
で
も
基
本

的
に
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
の
テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
来
る

こ
と
は
な
い
か
ら
、
こ
の
際
、

鳥
取
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を

売
り
込
ん
で
や
ろ
う
と
い
う
算

段
だ
。

30
分
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
の
や
り
と
り
に
は
、
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
幾
つ
か
仕
込
ん
だ
。「
確

か
に
島
根
県
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
鳥
取
県
は
ド
ト
ー
ル

コ
ー
ヒ
ー
が
３
軒
も
あ
る
ん
で

す
。
島
根
県
に
は
１
軒
も
な
い

ん
で
す
」
と
言
っ
た
。

　

ご
存
知
だ
と
思
う
が
、
テ
レ

ビ
に
は
編
成
権
が
あ
り
、
都
合

の
悪
い
と
こ
ろ
は
カ
ッ
ト
す

る
。
そ
れ
か
ら
「
鳥
取
県
に
は

澤
井
珈
琲
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
シ

ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
が
楽
天

シ
ョ
ッ
プ
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

売
り
上
げ
な
ん
で
す
よ
。ま
た
、

素
晴
ら
し
い
バ
リ
ス
タ
の
い
る

コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
が
、
渋
谷
の

代
官
山
に
店
を
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
、
コ
ー
ヒ
ー

の
聖
地
で
、
消
費
量
も
高
い
わ

け
で
す
」
と
言
っ
た
。
こ
う
い

う
話
も
編
成
上
、
カ
ッ
ト
さ
れ

る
。
結
局
「
ス
タ
バ
は
な
い
で

す
け
れ
ど
も
、
日
本
一
の
ス
ナ

バ
が
あ
り
ま
す
よ
、
鳥
取
大
砂

丘
で
す
」。
こ
こ
だ
け
が
残
っ

た
。
30
分
収
録
し
、
わ
ず
か
数

秒
だ
け
流
れ
た
。

　

実
は
鳥
取
県
は
、
テ
レ
ビ
朝

日
は
映
ら
な
い
。
従
っ
て
県
民

の
全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

「
ス
タ
バ
だ
、
ス
ナ
バ
だ
」
が

ド
ー
ン
と
広
が
っ
た
。
今
は
一

瞬
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
ネ
ッ

ト
で
拡
散
す
る
の
で
、
そ
う
い

う
も
の
の
効
果
だ
っ
た
と
思

う
。

　

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
私
た

ち
に
も
問
い
合
わ
せ
や
反
響
が

来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
最
初

は
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。「
ス
タ
バ
だ
、
ス
ナ
バ
だ
」

と
い
う
話
が
あ
り
、
ど
う
も
あ

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
取
材
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

〝
す
な
ば
珈
琲
〞
と
い
う
コ
ー

ヒ
ー
屋
が
で
き
た
。今
は
結
構
、

行
列
が
で
き
る
。
こ
れ
に
は
驚

い
た
が
、
新
聞
を
読
ん
で
い
た

ら
、
す
な
ば
珈
琲
が
開
店
す
る

と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
聞
い

た
こ
と
が
な
い
と
思
っ
た
が
、

知
ら
な
い
人
が
し
て
い
る
店
で

は
な
い
の
で
、
開
店
日
に
応
援

に
行
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
テ
レ

ビ
局
が
ズ
ラ
ッ
と
来
て
お
り
、

打
倒
ス
タ
バ
と
い
う
雰
囲
気
で

あ
る
。シ
ア
ト
ル
を
目
指
そ
う
、

ス
タ
バ
の
本
拠
地
を
目
指
す
、

そ
ん
な
こ
と
を
い
い
な
が
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
で
乾
杯
し
た
。
そ
れ

が
ま
た
ツ
イ
ー
ト
さ
れ
、
ネ
ッ

ト
で
拡
散
し
、
だ
ん
だ
ん
と
す

な
ば
珈
琲
が
有
名
に
な
っ
て
き

た
。

　

す
る
と
タ
リ
ー
ズ
も
来
る
こ

と
に
な
っ
た
。
自
慢
で
は
な
い

が
、
タ
リ
ー
ズ
も
鳥
取
が
最
後

だ
っ
た
。
や
は
り
テ
レ
ビ
局
が

来
て
「
タ
リ
ー
ズ
が
で
き
て
ど

う
で
す
か
」
と
聞
か
れ
「
タ
リ

ー
ズ
も
と
っ
と
り
ー
ず
の
仲
間

入
り
」
と
申
し
上
げ
た
。

　

次
号
に
続
く
。

　

そ
う
こ
う
し
た
ら
、
駅
前
に

全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
。

お
ま
ん
じ
ゅ
う
は
美
味
し
い
も

の
で
、
鳥
取
県
民
の
大
好
物
で

あ
る
。
聞
け
ば
、
高
知
は
な
ぜ

か
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
消
費
量
が
多

い
そ
う
だ
。
鳥
取
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
に
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
使
っ

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
店
頭
に
並

ぶ
食
文
化
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
食

文
化
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
お
菓

子
は
い
い
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
皆
様
が
い
ろ
い
ろ
な
難
問

を
解
決
す
る
の
だ
と
思
う
。「
お

ま
ん
じ
ゅ
う
と
か
け
ま
し
て
難

問
解
決
と
解
く
。
そ
の
心
は
。

よ
い
ア
ン
が
決
め
手
で
し
ょ

う
」。
昔
、
お
も
ち
ゃ
博
を
し

た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
お
金

を
か
け
ず
に
60
万
人
集
め
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
は
美
味
し
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
が

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
季
節
で
、
全
国

で
一
番
獲
れ
て
い
る
。
岩
牡
蠣

は
、
夏
輝
（
な
つ
き
）
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
た
り
、
最
近

は
墨
袋
を
取
っ
た
白
イ
カ
を
白

輝
姫
（
し
ら
き
ひ
め
）
と
し
て

売
り
出
し
て
い
る
。
白
雪
姫
を

も
じ
っ
て
い
る
。

　

皆
さ
ん
も
せ
っ
か
く
お
越
し

に
な
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と

ご
滞
在
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。
鳥
取
県
に
は
10
の
温
泉
地

が
あ
る
の
で
、
10
泊
し
て
も
い

い
。

　

そ
ん
な
鳥
取
で
あ
る
が
、
実

は
お
金
が
な
い
。「
カ
ニ
は
い

る
け
れ
ど
、
カ
ネ
は
な
い
」
と

言
わ
れ
る
。「
菓
子
は
あ
る
け

れ
ど
、
貸
し
が
な
い
」。
で
は
、

ど
う
す
る
か
。お
金
を
か
け
ず
、

知
恵
を
絞
っ
て
売
り
出
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
。

さ
い
記
事
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
東
京
で
も
認
知
さ

れ
た
。「
鳥
取
の
ス
イ
カ
は
、

ド
バ
イ
で
は
３
万
円
で
売
れ

る
。
凄
い
ら
し
い
」
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
少

し
ひ
ね
っ
て
物
事
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

ス
イ
カ
が
ち
ょ
う
ど
旬
で
あ

る
。ス
イ
カ
を
売
り
込
む
に
は
、

例
え
ば
「
リ
コ
ピ
ン
が
入
っ
て

い
ま
す
よ
。
カ
リ
ウ
ム
も
カ
ロ

テ
ン
も
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ

っ
て
、
夏
バ
テ
防
止
に
い
い
で

す
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
宣
伝
文

句
に
歩
く
が
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
だ
け
で
は
売
れ
な
い
。
や
は

り
工
夫
が
い
る
。
最
近
、
鳥
取

の
ス
イ
カ
は
、
東
京
で
も
長
野

の
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協
と
競
う
く

ら
い
、
高
い
値
段
で
売
れ
る
。

理
由
は
７
〜
８
年
前
、
ド
バ
イ

に
ス
イ
カ
を
売
り
に
行
っ
た

時
、
王
族
な
ど
の
お
金
持
ち
に

１
玉
３
万
円
で
売
れ
た
。
鳥
取

で
３
千
円
の
も
の
が
、
３
万
円

で
売
れ
た
と
話
題
に
な
り
、
新

聞
が
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
小

　

最
近
、
売
り
出
し
方
を
考
え

て
い
る
の
だ
が
、
島
根
県
は
う

ま
い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。
な

ぜ
上
手
か
分
か
っ
て
き
た
の

は
、
少
し
自
虐
の
テ
イ
ス
ト
を

入
れ
る
こ
と
。
こ
れ
が
東
京
や

大
阪
の
基
準
か
ら
見
る
と
、
か

わ
い
げ
に
見
え
る
、
何
か
聞
い

て
あ
げ
た
く
な
る
、
ど
う
も
心

が
つ
か
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
で
島
根
県
が
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

作
っ
て
お
り
「
島
根
は
鳥
取
の

左
側
で
す
！
」と
書
い
て
あ
り
、

日
本
地
図
の
島
根
県
の
と
こ
ろ

が
塗
っ
て
あ
る
。
溝
口
知
事
が

嬉
し
そ
う
に
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
、
来
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
。「
う
ち
も
同
じ
よ
う

な
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
作
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
ら
「
い

い
で
す
よ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

真
に
受
け
て
、
本
当
に
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
作
ろ
う
と
言
い
出
し
た
。

み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
が
「
鳥

取
は
島
根
の
右
側
で
す
」
と
い

う
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
た
。
２
枚

揃
う
と
結
局
、
何
が
何
だ
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
水
木
し
げ
る
先
生
に
も
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
お
土
産
物
屋

で
結
構
売
れ
て
い
る
。
お
も
し

ろ
い
の
は
、島
根
県
は
定
価
２
，

５
５
０
円
で
、
鳥
取
県
は
２
，

５
０
０
円
だ
っ
た
。
こ
の
50
円

の
違
い
は
、
島
根
県
の
プ
ラ
イ

ド
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
相
乗
効

果
も
あ
る
。





















島
根
県
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
真
似
て

ス
タ
バ
は
無
く
て

も
ス
ナ
バ
は
あ
る

３
万
円
の
ス
イ
カ

す
な
ば
珈
琲

平井伸治鳥取県知事

　
第
17
回
全
菓
連
青
年
部
中・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、

平
井
伸
治
氏
（
鳥
取
県
知
事
）
を
講
師
に
迎
え
「
ゼ
ロ
か

ら
生
み
出
す
広
報
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

そ
の
①

平井 伸治氏 （鳥取県知事）

ゼロから生み出す

広 報 戦 略

　

先
月
号
１
面
に
掲
載
し
た
輸

入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
改
定

の
記
事
で
す
が
「
５
銘
柄
加
重

平
均
（
税
込
価
格
）
で
５
２
，

５
１
０
円
／
㌧
、
３
・
６
％
の

〝
引
上
げ
〞」
に
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

訂
正
及
び
お
詫
び
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山
根　
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
以
外
で

新
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン

を
使
い
、
食
感
が
変
わ
っ
た
ア

イ
テ
ム
は
あ
り
ま
す
か
。

捧　
サ
ブ
レ
も
そ
う
で
す
し
、

ド
ゥ
ミ
セ
ッ
ク
、
パ
ン
、
シ
ュ

ー
生
地
と
ほ
ぼ
全
て
の
ア
イ
テ

ム
を
焼
い
て
お
り
、
お
菓
子
に

使
う
生
地
が
変
わ
り
ま
し
た
。

密
閉
度
が
高
く
、
そ
の
反
面
、

蒸
気
を
抜
き
た
い
時
に
は
一
気

山
根　
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
テ
ム

が
思
い
通
り
に
焼
け
る
理
由

に
、
フ
ァ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
調
節

が
自
由
に
で
き
る
機
能
が
あ
り

ま
す
。
フ
ァ
ン
を
停
止
す
る
機

能
も
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
停
止

は
焼
成
ス
タ
ー
ト
時
に
使
い
ま

す
。
そ
し
て
、
高
速
、
中
速
、

低
速
と
３
速
を
使
い
分
け
ま

す
。
最
初
は
低
速
、
途
中
は
中

速
、
最
後
に
高
速
と
い
う
３
段

階
の
設
定
も
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
が
思
い
描
い
た
自
動
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
で
き
ま
す
。

捧　
最
初
、
シ
ュ
ー
皮
は
苦
労

し
ま
し
た
。
途
中
で
少
し
ず
つ

抜
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
最
初
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
早
く
抜
い
て
し
ま

う
と
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
し
、
遅

い
と
大
き
く
割
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
一
度
分
か
っ
て

し
ま
っ
た
ら
安
定
的
に
で
き
る

の
で
、
今
は
問
題
無
い
で
す
。

山
根　
シ
ュ
ー
の
皮
は
何
速
で

す
か
。

捧　
中
速
で
す
。
最
初
、
１
７

０
度
で
焼
き
始
め
て
、
表
面
を

固
め
て
か
ら
１
５
０
度
に
落
と

し
て
い
ま
す
。

山
根　

設
定
は
で
き
る
け
れ

ど
、
ア
イ
デ
ア
が
な
い
と
使
い

こ
な
せ
な
い
で
す
ね
。
ま
た
、

今
ま
で
デ
ッ
キ
オ
ー
ブ
ン
は

「
何
度
で
何
分
」
だ
け
な
の
で
、

そ
こ
が
頭
を
ひ
ね
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
を
理
解
す
れ
ば
、
無

限
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

捧　
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

山
根　
１
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

っ
て
登
録
す
れ
ば
、
新
人
の
子

に
も
任
せ
ら
れ
ま
す
。

捧　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
最
初
か
ら

設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
し
、自
分
で
も
で
き
ま
す
。

山
根　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
考
例

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
の

山
根　
今
後
、
何
か
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
ア
イ
テ
ム
は
あ
り
ま

す
か
。

捧　
夏
に
は
ジ
ュ
レ
が
出
て
き

ま
す
。
今
ま
で
湯
煎
で
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
物
も
で

き
る
の
で
、
先
ず
は
や
っ
て
み

た
い
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
系
の
パ

ン
も
し
た
い
で
す
が
、
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
で
焼
い
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
ど
こ
ま
で
可
能
性
を

広
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

山
根　
ジ
ュ
レ
で
参
考
に
な
る

の
は
、プ
リ
ン
の
焼
き
方
で
す
。

捧　
プ
リ
ン
は
既
に
し
て
い
ま

す
。
90
度
で
40
分
焼
い
て
い
ま

す
。
前
に
平
窯
で
焼
い
て
い
た

時
は
１
２
０
度
で
１
時
間
く
ら

い
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン

ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
で
は
温

度
も
時
間
も
短
縮
で
き
る
し
、

火
の
入
り
も
安
定
し
て
い
る
の

で
、
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
入
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

山
根　
湯
煎
焼
き
の
時
、
ス
が

立
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
悩
み
ま

す
が
、
全
自
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
き
れ

い
な
プ
リ
ン
が
焼
け
ま
す
ね
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
定
期
的
に

ス
チ
ー
ム
を
打
ち
ま
す
。
７
分

間
隔
の
設
定
が
常
に
ち
ょ
う
ど

い
い
状
態
な
り
ま
す
。
逆
に
ス

チ
ー
ム
を
出
し
過
ぎ
る
と
水
浸

し
に
な
り
、
逆
効
果
に
な
り
ま

す
。
水
は
多
い
ほ
ど
い
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
適
な
量

を
噴
霧
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
ス
チ
ー
ム
を
出

し
過
ぎ
る
と
、
庫
内
は
飽
和
状

態
に
な
り
水
を
無
駄
に
排
水
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
な
い

量
の
水
で
理
想
的
な
焼
き
上
が

り
。
湯
煎
焼
き
し
て
い
た
プ
リ

ン
よ
り
も
な
め
ら
か
に
な
っ
た

と
、
何
人
か
の
方
に
聞
き
ま
し

た
。

捧　
そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

山
根　
狙
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
私
も
驚
き
ま
し
た
。

品
質
ま
で
変
わ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

捧　
プ
リ
ン
で
は
、
同
じ
レ
シ

ピ
で
も
焼
き
方
を
変
え
る
だ
け

で
食
感
が
こ
ん
な
に
変
わ
る
の

か
と
感
じ
ま
し
た
。

山
根　
生
ク
リ
ー
ム
を
た
く
さ

ん
入
れ
な
く
て
も
、
な
め
ら
か

に
な
り
ま
す
ね
。

捧　
な
り
ま
す
。
ス
が
全
然
入

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
き

な
違
い
を
感
じ
た
し
、
時
間
が

短
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
余
計

に
火
が
入
っ
て
い
な
い
分
、
な

め
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

山
根　
湯
煎
焼
き
は
お
湯
の
量

が
難
し
い
の
で
、
安
定
さ
せ
る

の
は
な
か
な
か
無
理
な
部
分
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
オ
ー
ブ
ン

側
で
状
態
を
合
わ
せ
て
く
れ
ま

す
。プ
リ
ン
に
は
最
適
な
の
で
、

同
じ
条
件
で
ジ
ュ
レ
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

捧　
今
、
４
年
目
で
徐
々
に
人

も
増
え
て
き
て
お
り
、
安
定
的

に
商
品
も
作
れ
て
い
る
の
で
、

先
ず
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
人
材
を
育
成
し
た
い

で
す
。
店
の
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

で
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
労
働
環
境
を
良
く
す
る

た
め
に
、
も
う
少
し
広
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
今

８
名
で
、
厨
房
に
は
６
名
い
ま

す
。人
数
は
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。

品
質
や
生
産
量
を
安
定
さ
せ
よ

う
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
人
と

場
所
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
も
っ
と
い
い
環
境
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
根　
本
店
以
外
に
も
売
り
場

は
別
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
売

れ
る
場
所
が
広
が
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
生
産
力
を
上
げ
、
フ
ラ

ン
ス
菓
子
の
良
さ
を
広
め
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

捧　
そ
う
で
す
ね
。

山
根　
人
材
育
成
に
難
し
さ
は

感
じ
ま
す
か
。

捧　
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
ス
タ
ッ
フ

が
い
て
、
こ
ち
ら
の
経
験
や
基

準
を
超
え
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
ば

か
り
な
の
で
、
お
も
し
ろ
い
と

は
思
い
ま
す
。
様
々
な
問
題
に

直
面
し
、
収
拾
は
つ
か
な
い
で

す
が
、
私
た
ち
の
時
代
と
は
違

う
こ
と
を
理
解
し
、
皆
に
こ
の

仕
事
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
の

で
、
い
か
に
し
て
こ
の
仕
事
の

良
さ
や
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
良
さ

を
伝
え
て
い
け
る
か
、
日
々
考

え
な
が
ら
し
て
挑
戦
し
て
い
ま

す
。

山
根　
仲
間
に
ま
す
ま
す
シ
ェ

フ
の
か
っ
こ
い
い
背
中
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
お

菓
子
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

山
根　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の

店
造
り
の
目
標
や
夢
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

に
抜
け
る
の
で
、
分
厚
い
生
地

に
火
が
入
り
に
く
い
こ
と
も
解

消
さ
れ
、
生
地
が
し
っ
と
り
あ

が
る
の
で
、
理
想
に
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

山
根　
中
心
の
火
通
り
が
悪
く

な
り
や
す
い
ア
イ
テ
ム
は
、
ど

ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

捧　
シ
ー
ト
状
で
焼
く
厚
め
の

生
地
や
、
サ
ン
フ
ァ
リ
ー
ヌ
と

い
っ
て
粉
を
入
れ
な
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
生
地
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

山
根　
以
前
は
、
中
心
が
生
っ

山
根　
新
型
の
ス
チ
コ
ン
「
ベ

イ
キ
ー
プ
ロ
」
で
一
番
変
わ
っ

た
の
は
、ダ
ン
パ
ー
（
排
気
口
）

の
仕
組
み
で
す
。
以
前
か
ら
排

気
口
は
あ
り
ま
し
た
が
。
そ
れ

に
対
し
、
給
気
口
を
設
け
、
連

動
さ
せ
て
い
ま
す
。
エ
ク
セ
レ

ン
ト
ダ
ン
パ
ー
と
名
付
け
て
い

ま
す
が
、
閉
ま
る
と
密
閉
度
が

高
く
、
開
く
と
す
ぐ
に
空
気
が

流
れ
る
構
造
で
す
。
例
え
ば
厨

房
内
の
フ
ー
ド
に
置
き
換
え
て

話
す
と
、
換
気
扇
で
排
気
す
る

際
に
入
っ
て
来
る
空
気
が
無
い

と
換
気
扇
を
幾
ら
回
し
て
も
、

空
気
は
出
て
い
き
ま
せ
ん
。
厨

房
内
で
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
な
い
と
、
店
の
玄
関
の
扉

が
開
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
で

す
。
出
口
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
入
り
口
が
あ
る
と
、

ス
ム
ー
ズ
に
庫
内
の
蒸
気
を
外

に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
結
果
、
焼
成
時
間
も

短
く
な
り
、
品
質
も
向
上
し
ま

し
た
。

捧　
そ
う
な
ん
で
す
。
庫
内
の

水
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。

山
根　

開
発
の
テ
ス
ト
の
際

に
、
ジ
ェ
ノ
ワ
ー
ズ
を
目
い
っ

ぱ
い
入
れ
て
焼
い
て
み
た
ら
、

前
の
モ
デ
ル
で
は
、
中
心
が
生

焼
け
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
エ

ク
セ
レ
ン
ト
ダ
ン
パ
ー
を
取
り

付
け
た
ら
、
短
時
間
で
見
事
に

焼
け
、
そ
の
効
果
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
結
局
、
製
品
中
の
水

分
が
外
に
出
な
い
と
焼
き
上
が

ら
な
い
わ
け
で
す
。
意
外
と
皆

さ
ん
ご
存
じ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

捧　
知
ら
な
い
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。

山
根　
庫
内
の
水
分
の
バ
ラ
ン

ス
に
よ
り
焼
き
具
合
と
時
間
が

変
わ
る
と
い
う
話
は
、
あ
ま
り

聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
が
、
水
分

を
早
く
抜
い
て
あ
げ
る
こ
と

で
、短
時
間
で
き
れ
い
に
焼
け
、

な
お
か
つ
し
っ
と
り
と
し
て
い

る
。
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

今
回
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
も
中
は

し
っ
と
り
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
が
上
手
に
と
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
が
２
、

３
分
余
計
に
焼
く
と
硬
く
な
り

ま
す
よ
ね
。

捧　
硬
く
な
り
ま
す
ね
。

山
根　
そ
れ
か
ら
、
食
パ
ン
を

フ
ル
に
入
れ
て
焼
く
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
目
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
、
短

時
間
で
理
想
的
な
薄
い
皮
の
食

パ
ン
が
焼
け
ま
す
。
前
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
コ

ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
で
全

部
の
ア
イ
テ
ム
が
焼
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

捧　
実
際
、
ほ
ぼ
焼
い
て
い
る

の
で
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

山
根　
苦
手
な
ア
イ
テ
ム
は
何

で
し
ょ
う
か
。

捧　
昔
の
オ
ー
ブ
ン
は
密
閉
度

が
高
く
な
か
っ
た
の
で
、
焼
い

て
い
る
う
ち
に
蒸
気
を
逃
が
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
に
抜
け
て
い
た
ん

で
す
。
そ
れ
が
、
密
閉
度
が
高

く
自
然
に
抜
け
な
い
の
で
、
難

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

山
根　
焼
き
手
が
頭
を
使
わ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

捧　
そ
う
で
す
。

山
根　
早
く
抜
け
る
よ
う
に
は

な
っ
た
け
ど
、
最
初
か
ら
開
け

て
お
く
の
か
、
途
中
か
ら
開
け

た
ほ
う
が
い
い
の
か
は
、
シ
ェ

フ
が
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
が
昔
と
比
べ
る
と
、

自
分
で
テ
ス
ト
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ぽ
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

捧　
そ
の
分
、
焼
き
時
間
を
長

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
い
い
部
分
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

山
根　
素
材
の
香
り
や
味
わ
い

が
あ
る
の
に
、
長
い
時
間
焼
い

て
し
ま
う
と
、
そ
の
味
、
香
り

を
飛
ば
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
ね
。
食
感
も
違
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
解
決

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

そ
の
②

捧 雄介氏 （パティスリー ユウ ササゲ）

その魅力と想い
×スチコン スイーツ
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日
本
食
糧
新
聞
社
、
協
同
組
合
全
日
本
洋
菓
子
工
業
会

は
２
０
１
７
年
４
月
12
日
（
水
）
〜
14
日
（
金
）
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
第
14
回
デ
ザ
ー
ト
・
ス
イ
ー
ツ
＆
ベ
ー

カ
リ
ー
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
展
で
は
捧
雄
介
氏
（
パ

テ
ィ
ス
リ
ー　
ユ
ウ　
サ
サ
ゲ
）
を
講
師
に
迎
え
「
ス
チ

コ
ン
×
ス
イ
ー
ツ　
そ
の
魅
力
と
想
い
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
聞
き
手
は
山
根
証
氏
（
㈱
ツ
ジ
キ
カ

イ
代
表
取
締
役
社
長
）
が
務
め
ま
し
た
。

ベイキープロ

分
厚
い
生
地
で
も

火
が
入
り
や
す
い

排
気
口
と
吸
気
口

を
一
緒
に

フ
ァ
ン
を
ス
ピ
ー

ド
調
節

定
期
的
に
ス
チ
ー

ム
を
打
つ

終
わ
り
に

わかりやすいお菓子の表示わかりやすいお菓子の表示わかりやすいお菓子の表示
食品の表示は食品表示法によって義務付けられています。

（2）アスパルテームを含む食品
は、Ｌ－フェニルアラニン化
合物を含む旨の表示が必要

【義務表示対象品目】『えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生』の７品目は、食物アレルギー
症状の重篤度などから特定原材料として表示が義務付けられている。

【推奨表示品目】『あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キウイフルーツ、牛肉、
くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、
ゼラチン』の 20品目、は、特定原材料に準ずるものとしての表示が推奨されている。
※表示の対象となる加工食品は、特定原材料等を原料とする加工食品（これを原料とする
ものを含む）及び特定原材料等に由来する添加物を含む加工食品であり、抗原性が認め
られないもの及び香料を除く。

※一般的にアレルゲンを含むことが予測できると考えられてきた特定加工食品及びその拡
大表記は廃止され、今後はパン（小麦を含む）やマヨネーズ（卵を含む）のようにアレ
ルゲンの表示が必要

（表示方法）
【原則：個別表示】個々の原材料及びアレルゲンに由来する添加物ごとに個別にアレルゲン
を表示…消費者の選択の幅を広げる。

　（原材料の例：植物油脂（大豆を含む））（添加物の例：レシチン（卵由来）、カゼイン（乳由来））
【例外：一括表示】すべての原材料名等の最後に、一括して全てのアレルゲンを表示
　（例：（一部に卵・小麦・大豆を含む））

※アレルゲンはたとえ微量であっても、人間の生命に重大な影響を及ぼすおそれがあること
から、表示が義務付けられているものであり、「卵が入っているかもしれません」などの
可能性表示は一切禁止されている。また、加工助剤、キャリーオーバーなど添加物の表示
義務がない場合であっても、特定原材料については表示義務があり、これに準ずる原料も
表示が望ましい。

※ただし、食品を生産する際に、原材料として使用していないにもかかわらず、特定原材料
等が意図せず、ごく微量、最終製品に混入してしまう場合には、欄外に注意喚起表示をす
ることが推奨されている。（欄外表示例：本製造工場では、そばを含む製品を生産してい
ます）

※「乳」のアレルギー表示は、「乳成分を含む」と表示する。添加物の場合は、「乳由来」と
表示する。

※繰り返しになるアレルゲンについては、いずれかの原材料等に表示すれば他は省略可。
※例外的に一括表示が認められるのは、表示面積に限りがあり個別表示が困難な場合、添加
物に含まれるが加工助剤、キャリーオーバー等に該当し、当該添加物の表示義務がない場合、
包装されていない複数の食品の詰め合わせで、容器内で接触する可能性が高い場合など。
※店頭量り売りなどの場合、アレルゲンの表示義務はないが、自主的なアレルゲン情報の提
供が望まれる。

（１）アレルゲンを含む場合は、その旨の表示が必要（アレルギー表示対象品目は27品目）

平成28年4月1日現在

　特色のある原材料を使用したことを表示する場合、
又は製品の名称がその旨を示す場合には、その表示に
近接した箇所又は一括表示の原材料名の次に括弧して

「小豆（A 県産○○％）」などその産地名等とその割
合をともに表示する。ただし、100％の場合は割合の
表示を省略することができる。
○どのような原材料が「特色のある原材料」に該当す

るか
①特定の原産地のもの（○○産小豆使用など）
②有機農産物、有機畜産物および有機加工食品
　有機ＪＡＳマークが付けられた有機農産物又は有機
農産物加工食品を直接原材料として使用した場合にの
み、「有機○○使用」等の表示ができる。
③非遺伝子組換えのもの（右の（５）参照）
④特定の製造地のもの（○○県で精製されたこんにゃ

く粉入りなど）
⑤特別な栽培方法により生産された農産物
　（特別栽培米入りなど）
⑥品種名など（エリモ小豆使用など）
⑦銘柄名、ブランド名、商品名（宇治茶使用など）
　ただし他法令、行政機関の定めるガイドライン等に
より、表示方法が定められているものについては、そ
の方法により表示することができる。

（３）特色のある原材料

（４）黒糖を使用した場合
・パッケージに「黒糖」「黒砂糖」と表記し

たい場合：黒糖以外の砂糖を使用している
場合には、一括表示に、使用した砂糖の種
類を多い順に記載　

（例：砂糖（黒糖　氷砂糖　上白糖））
・パッケージに「黒糖」「黒砂糖」と表記し

ない場合：一括表示に、上記の表示又は単
に「砂糖」と記載

※黒糖、黒砂糖は砂糖を細分化した一般的名
称であり、特色のある原材料表示には該当
しません。

◎原料原産地名の表示が義務付けられている品目
・原料原産地表示とは、加工食品の原料に使われた一次産

品（農畜水産物）の原産地に関する表示のことで、義務
表示対象品目の 22 品目群については、原材料及び添加
物の重量に占める割合が50％以上である一次産品につ
いて表示する。

・主に菓子類に関連した品目は、次のようなものがある。
○餅：まるもち、のしもち、切りもち、草もち、豆もちなど （大

福餅など砂糖で調味したもの、餡を入れたものは対象外）
○いりさや落花生、いり落花生、あげ落花生及びいり豆類
（塩味をつけただけのものは対象になるが、砂糖を絡めた
ものは対象外）

○干し柿、干しバナナなどの乾燥果実
○黒糖加工品（原材料及び添加物に占める黒糖の割合が
50％以上のもの）：かりんとう、ようかんなど
◎表示方法
（表示する箇所）
①事項名を設けずに原材料名の欄に対応する原材料名の次に

括弧書きで表示
②原料原産地名の欄を設けて表示
③原料原産地名の欄に表示箇所を表示した上で、枠外に表示
（表示方法）
①原材料が国産品であるものには「国産である旨」を、輸入

品にあっては「原産国名」を表示する。また、国産品の農
産物の場合、都道府県名その他の一般に知られている地名
で記載できる。

②主な原材料について、２箇所以上の産地のものを混合した
場合は、重量の割合の高い順に記載する。

③主な原材料の原産地が３箇所以上ある場合は、全て記載す
るか、重量割合の高い順に２箇所以上記載し、その他の原
産地を「その他」と記載することができる。

（６）原材料の原料原産地表示について

　米や米粉等を原材料に使用した菓子類：「だんご（餡類
等を入れて包んだものは対象外）」「もち（もち生地に甘味
料以外の副原料を練り込んだものを含む）」「米菓（あられ
や煎餅など）」や、「赤飯」「おこわ」などの米飯類は、消
費者に販売・提供する際、消費者に産地情報を伝えること
が米トレーサビリティ法により義務づけられています。
　以下のいずれかの方法で行う必要があります。
（１）商品の容器・包装、又は商品の近接した場所のポップ

等に記載
　（国産米の場合）

・「国内産」「国産」等と記載

　　都道府県や一般に知られた地名でも可
（外国産米の場合）
・「国名」を記載
・原産国が複数の国になる場合は、原材料に占める重量

の割合の高い順に記載
・産地が３か国以上ある場合には、上位２か国のみを記

載し、その他の産地を「その他」と記載可能
（２）店頭・店内での掲示、店内配布チラシ等への記載

・使用した商品名
・原産地名（上記（１）に準ずる）

◎米や米粉等を使用した場合

（１）使用した重量の高い順に記載する。
　　（栄養強化目的の添加物、加工助剤及びキャリー

オーバーの物質を除く）
（２）添加物欄を設けず原材料名欄に併せて記載する場

合には、記号、改行、区分線などにより原材料と
明確に区分して表示する。

　　例：原材料と添加物を記号「／」で区分

（３）表示方法は、
・物質名で記載する（例：ソルビトール）
・使用する用途名と物質名を併せて記載する

　　　（例：甘味料（キシリトール））
・一括名で記載する（例：乳化剤、香料）

など大きく３つに分けられる。

③添加物

いちご、砂糖／ゲル化剤（ペクチン）、酸化
防止剤（ビタミン C）

◎どこに表示すればよいか
　容器又は包装の見やすい箇所。外装する場合は外装
紙に表示するか、又は容器の表示が外装紙を透かして
読めるようにするか、隠れないようにする。

個包装に表示した菓子を詰め合わせて外装する場合
であっても、その内容が読めない場合には外装に表示
が必要。
◎誰が表示を行うのか
　表示内容に責任を持つ製造業者、加工業者、販売業者

（製造業者等と合意があった場合に限る）又は輸入業者
◎表示の大きさ
　８ポイント以上の活字。（表示可能面積がおおむね
150 ㎠以下のものは 5.5 ポイント以上）
◎商品名が一般的名称の場合又は商品名に近接した箇
所に一般的名称を併記した場合は、名称の項目を省
略することができる。

　（例：○○味のポテトチップ）
◎原材料名、内容量、賞味期限及び保存方法の別記表示

一括表示部分に表示することがどうしても困難な場
合、「商品表の上部に記載」など様式の中に記載箇所
を表示し、他の箇所に別記することができる。
◎様式による一括表示以外の方法
○価格などを表示するシールに、まとめて分かりやす

く表示する。
○容器包装の形態にあわせた工夫の表示として、様式

を基本としつつ、表示順序を変更したり、様式の項
目名を同一の意味と容易に判断できる項目名で記載
したりすることができる。

義務表示項目についての留意点

①名　　称

②原材料名

③添 加 物

④内 容 量

⑤賞味期限

250ｇ

和半生菓子

平成 28 年 11 月 30 日

⑥保存方法

砂糖、カスタードクリーム（全粉
乳、卵、砂糖、小麦粉）、還元水飴、
寒天

甘味料（ソルビトール）、着色料
（クチナシ）

直射日光、高温多湿を避けて保存
してください。

⑦製 造 者 ○○○株式会社＋Ａａ（※）
〒OOO－OOOO
東京都○○区△△－▲▲

〈様式〉

お客様ダイヤル 0120（〇〇）〇〇〇〇

栄養成分表示（製品 100ｇ当たり）※

エネルギー　　　298kcal
たんぱく質　　　　11.4ｇ
脂質　　　　　　　10.5ｇ
　－飽和脂肪酸　　 8.3ｇ　☆
炭水化物　　　　　36.5ｇ
　－糖質　　　　　24.0ｇ　
　－食物繊維　　　12.5ｇ　☆
食塩相当量　　　　 0.3ｇ

　内容重量（グラム又はキログラム単位）、内容体
積（ミリリットル又はリットル単位）、内容数量（個
数などの単位）で、単位を明記して記載する。
（注）計量法の規定により、次のお菓子を密封する場
合は下表の、許容される誤差を超えない範囲で、内
容重量をグラム、キログラム単位で記載する。
○ビスケット類、米菓、キャンディー（ナッツ類、

クリーム、チョコレートなどをはさみ、入れ、又
は付けたものを除き、1 個の重量が３ｇ未満のもの）

○油菓子（１個の重量が３ｇ未満のもの）
○水羊羹（くり、ナッツ類を入れたものを除き、缶

入りのもの）
○プリン及びゼリー（缶入りのもの）
○チョコレート（ナッツ類、キャンディーなどを入

れ、もしくは付けたもの又は細工物を除く）
○スナック菓子（ポップコーンを除く）

④内容量

・許容される誤差
表示量
5ｇ以上 50ｇ以下
50ｇを超え 100ｇ以下
100ｇを超え 500ｇ以下
500ｇを超え１㎏以下
１㎏を超え 25 ㎏以下　

誤差
４％
２ｇ
２％
10ｇ
１％

　品質の劣化が早い食品は「消費期限」、それ以外
は「賞味期限」を記載する。

（例：平成 28年4月1日、28.4.1、2016.4.1、16.4.1）
（注）賞味期限が 3ヶ月超のものは年月だけで表示

することができる。
　　（例：平成 28年 9月、28.9、2016.9、16.9）

⑤消費期限又は賞味期限

　菓子の種類の特性に従い、例えば「10℃以下で
保存すること」等と記載する。

⑥保存方法

　表示内容に責任を持つ食品関連事業者（製造者、加工
者、輸入者、販売者（製造者等との合意が必要））の氏
名又は名称と住所を記載する。また、同欄には電話番号、
ファックス番号、メールアドレス、ホームページアドレ
スなどの記載も可。

⑧製造所等の所在地及び製造者等の氏名又は名称
　最終的に食品の衛生状態を変化させる製造又は加工が
行われた所在地及び製造者又は加工者の氏名又は名称を
⑦に近接して表示することが義務付けられている。
ただし、⑧と⑦が同一である場合には、⑧は省略できる。
※【製造所固有記号】
　包材の共有化の観点から、原則として同一製品を２以
上の製造所で製造している場合に、食品を製造した製造
所などを表すアルファベットなどの記号を、消費者庁長
官に届け出ている場合にはその記号を製造・販売者名の
横に記載することによって実際の製造所の所在地などの
表示と代えることができる。（届出時点では 1 か所で製
造している場合であっても、記号の有効期間である 5
年間の内に２か所以上で製造する計画があれば製造計画
書を添付して届け出ることができる。）
　なお、製造所固有記号を使用する場合、問い合わせへ
の応答義務があるので、枠内又は枠外に以下のいずれか
を表示する必要がある。
ア　製造所の所在地、製造者の氏名・名称の情報提供を
もとめられたときに回答する者の連絡先
イ　製造所固有記号があらわす製造所の所在地や製造者
の氏名、名称を表示したウェブサイトのアドレス等
ウ　当該製品を製造している全ての製造所の所在地や製
造者の氏名・名称、製造所固有記号
　また、旧制度による表示と区別するために製造所固有
記号の前に｢＋｣を付す必要がある。
【製造所固有記号届出方法】
　消費者庁の製造所固有記号制度届出データベースによ
るオンライン届出になる。
　「製造所固有記号届出制度データベース」と入力・検
索する。

⑦食品関連事業者の氏名又は名称及び住所

○表示項目
【義務表示】
熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウムの順で
表示。（注）ナトリウムは食塩相当量で表示
ナトリウム（mg）×2.54÷1,000≒食塩相当量（g）
【推奨表示☆】
飽和脂肪酸、食物繊維

（食物繊維と糖質は従前どおりセットでの表示が必要）
【任意表示】
ミネラル（亜鉛、カリウム、カルシウムなど）、ビタミン（ビ
タミンA、ビタミンB１、ビタミンC など）など

○表示食品単位※
100g、100ml、１食分（量を併記）、１包装その他の
単位を表示
○表示する数値

（１）当該製品の分析によって得られた一定の値又は上下限
値（一定の値の場合の許容差については食品表示基準
別表第９を参照）

（２）合理的な推定により得られた値
　　　表示された値が食品表示基準別表第９の第３欄に掲

げる方法によって得られた値とは一致しない可能性が
ある場合、「推定値」「この表示値は目安です。」「○○
は推定値」等の文言が必要。

○義務免除事業者
・消費税免税事業者（全事業の課税売上 1000 万円以下）
・当分の間、中企法の小規模企業者（おおむね常時使用

する従業員の数が 20 人（商業又はサービス業に属す
る事業を主たる事業として営む者については５人）以
下の事業者）

栄養表示

◎店頭量り売りで、持ち運び用の容器に入れられるものは表
示義務がない。
◎表示の一部を省略できる場合
○チューインガム、冷菓及びアイスクリーム類は賞味期限及

び保存方法を、常温で保存すること以外、注意すべき事項
が無いものは保存方法を、原材料が１種類のみであるもの
は原材料名を省略可。

○容器包装の表示可能面積がおおむね30㎠以下のものは、
原材料名、添加物、内容量又は固形量及び内容総量、栄養
成分の量及び熱量、製造所又は加工所の所在地及び製造者
又は加工者の氏名又は名称、遺伝子組み換え食品に関する
事項、原料原産地名、原産国名は省略可。

○内容量を外見上、容易に判断できるものは内容量を省略可。
◎製造し、又は加工した場所（同一施設・敷地内）で容器包装
された菓子を販売する場合、以下の事項の表示は要しない。
原材料名、内容量又は固形量及び内容総量、栄養成分の量及
び熱量、食品関連事業者の氏名又は名称及び住所、原産国名、
原料原産地名、気密性容器に密封し加圧加熱殺菌した旨

表示を全部又は一部を省略できる場合等

●消費者庁（代）
消費者庁食品表示企画課

●最寄の各都道府県（保健所含む）の食品表示相談窓口
電話番号は、「○○県食品表示相談窓口」などと入力・検索し
てください。

菓子の一般的な名称を記載する。
（注）１　欄名は「名称」に代えて「品名」、「品目」、「種類別」、「種

類別名称」にしてもよい。
　　２　名称は枠内でなく商品の主要面に表示することがで

きる。その場合、内容量、固形量又は内容総量も同じ面
に表示することができる。

①名称

原材料の中に、「アレルゲンを含む食品」、「遺伝子組換
え食品」、「特色のある原材料」、「米や米粉」、「原料原産
地表示が必要な食品」等が使用されている場合には、右
頁を参照して記載する。

（１）使用した全ての原材料について、使用した重量の割合の
高い順に最も一般的な名称で記載する。

（２）２種類以上の原材料からなる「複合原材料」は、その名
称の次に括弧を付して、当該複合原材料の原材料をその
原材料に占める重量の高い順に記載する。

　　（例：カスタードクリーム（全粉乳、卵、砂糖、小麦粉））
（注）１　消費者がその内容を理解できない名称、複数の原材

料を単に混合した場合などには、複合原材料を分割し
て表示できる。

　　２　複合原材料の原材料が３種類以上ある場合、重量割
合順が３位以下、かつ、５％未満のものについては、「そ
の他」と記載することができる。

　　３　複合原材料が製品の原材料に占める重量割合が５％
未満の場合、又は複合原材料の名称からその原材料が
明らかである場合には、当該複合原材料の使用した原
材料名は省略できる。（ただし、アレルギー表示の表
記には注意すること。）

②原材料名

作成者：菓子の表示制度研究会

ポスターの内容に関するお問い合わせは上記まで

全日本菓子協会
全国菓子工業組合連合会
全国和菓子協会
全日本洋菓子工業会
日本洋菓子協会連合会

平成 32年 3月 31日までに製造・加工・輸入さ
れたお菓子は従前の表示によることができます。

食品表示法・食品表示基準等に関する問い合わせ先食品表示法・食品表示基準等に関する問い合わせ先

03-3507-880003-3507-8800

○対象となる農産物（８作物）
・大豆（枝豆、大豆もやしを含む）、とうもろこし、ばれいしょ、

なたね、 綿実、アルファルファ、てん菜、パパイヤ
○対象となる加工食品

　８作物を原料とする 33 加工食品群について表示の義務があ
り、お菓子では、きな粉（大豆）、枝豆を主な原料とするもの、コー
ンスナック菓子（とうもろこし）、コーンスターチ、 ポップコー
ン（とうもろこし）、コーングリッツを主な原料とするもの、
ポテトスナック菓子（ばれいしょ）、ばれいしょでん粉、これ
らを主な原料とするものなどがあり、原材料の重量に占める割
合の高い原材料の上位３位までのもので、かつ原材料及び添加
物の重量に占める割合が５％以上のものについて表示が義務づ
けられている。

○表示は次の三つの方法による
ア、遺伝子組換え農産物を原材料とする場合
　 「大豆（遺伝子組換えのものを分別）」等を義務表示（※）
イ、遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物が不分別の農

産物を原材料とする場合「大豆（遺伝子組換え不分別）」等
を義務表示

ウ、非遺伝子組換え農産物を原材料とする場合
　　表示の義務はないが、「大豆（遺伝子組換えでないものを

分別）」等を任意で表示できる。（※）
※遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物を、農場から

食品製造業者まで生産、流通および加工の各段階で相互に
混入が起こらないように管理し、そのことが書類等により
証明されている場合に限る。

（注）１　遺伝子組換えによって、組換えＤＮＡおよびこれによっ
て生じたタンパク質が、加工後に検出できない加工食品（大
豆油、しょうゆ、コーン油、異性化液糖等）については表
示義務はないが、 「大豆（遺伝子組換え不分別）」「大豆（遺
伝子組換えでないものを分別）」等を任意で表示できる。

２　組成、栄養価等が著しく異なるもの（高オレイン酸大豆等）
　「大豆（高オレイン酸遺伝子組換え）」等を義務表示
ただし、脱脂等により当該形質を有しなくなったものを除く。

（5）遺伝子組換え食品の表示について

原材料名 小麦粉（有機小麦粉90％使用）、

砂糖（上白糖、黒糖）、コーンスター

チ（遺伝子組換え不分別）、鶏卵、マー

ガリン（大豆・乳成分を含む）、ブ

ドウ糖、牛乳、洋酒／甘味料（ステ

ビア）、膨張剤、レシチン（大豆由来）、

酸化防止剤（ビタミンＣ）

　輸入菓子製品は、⑥と⑦の間に原産国の項目を設け
て「原産国名」を記載する。
　製造者欄の項目は、国内で表示内容に責任を持つ輸
入者又は加工者・販売者として記載する。

▼輸入菓子製品の原産国名・輸入者等の表示

お菓子の
新しい食品表示制度について

お菓子の
新しい食品表示制度について

平成２8年７月
菓子の表示制度研究会 

全菓連斡旋
「お菓子の新しい食品表示
制度について（表示冊子）」
  A4  280ページ  250円（税別）

「わかりやすいお菓子
の表示（表示ポスター）」
　　　　　    A2版  20円（税別）

〈両方とも送料別〉

全国菓子工業組合連合会
FAX． 03－3407－5486

〈お申込み方法〉
郵便番号、住所、会社名、
御担当者名、電話番号、
FAX 番号、必要部数を明
記の上、全菓連まで FAX
でお申込み下さい。
おり返し FAX にてご案内
を送ります。
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菓 子 工 業 新 聞 平成29年10月15日第943号 （10）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



　

私
は
歴
史
の
先
生
だ
が
、
苔

の
生
え
た
盆
栽
の
よ
う
な
歴
史

を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
、
関
心
を

持
っ
て
い
な
い
。
歴
史
あ
る
い

は
文
化
の
動
き
を
活
か
し
た
、

地
理
の
振
興
と
観
光
の
発
展
に

関
心
が
あ
る
。
そ
れ
で
い
ろ
い

ろ
な
町
に
、
地
域
振
興
あ
る
い

は
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
昨
日
は
観
光
振
興
や
地
域
の

活
性
化
の
た
め
、
大
分
に
行
っ

て
き
た
。
私
は
毎
週
、
ラ
ジ
オ

関
西
で
２
時
間
お
話
し
し
て
い

る
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
中
に
は

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
や
大
分
県
が
い

る
。

　

以
前
、
兵
庫
県
菓
子
工
業
組

合
が
中
心
に
な
り
、
姫
路
で
菓

子
博
が
行
わ
れ
た
。
私
は
最
初

少
し
批
判
的
に
見
て
、
人
は
十

分
に
来
る
の
か
と
心
配
し
た
。

そ
う
し
た
ら
「
菓
子
博
に
行
く

よ
う
に
協
力
し
て
く
れ
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
の
で
、
姫
路
で
お

菓
子
や
歴
史
の
話
を
し
て
、
菓

子
博
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
し
た
。
す
る
と
、
菓
子
博

に
大
き
い
反
響
が
あ
っ
て
、
か

な
り
黒
字
が
出
た
そ
う
だ
。
兵

庫
県
菓
子
工
業
組
合
も
こ
の
黒

字
を
県
に
託
さ
れ
、
県
も
２
千

万
円
ほ
ど
足
し
て
、
ま
と
ま
っ

た
金
額
に
し
、
兵
庫
県
菓
子
産

業
振
興
資
金
を
こ
し
ら
え
た
。

菓
子
工
業
組
合
あ
る
い
は
洋
菓

子
業
界
の
団
体
の
方
も
入
っ
て

い
た
だ
き
、
私
は
菓
子
産
業
振

興
資
金
の
運
営
委
員
会
の
委
員

長
を
引
き
受
け
、
菓
子
業
界
の

　

お
菓
子
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
１
つ
が
橘
の
花
で
あ
る
。
お

菓
子
屋
さ
ん
の
中
に
も
橘
の
紋

を
使
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
る
。
私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
委

員
も
し
て
い
る
が
、
今
年
の
大

河
ド
ラ
マ
の
井
伊
家
の
紋
章
は

橘
で
あ
る
。
私
の
家
の
家
紋
も

橘
で
あ
る
。
普
通
は
丸
に
橘
だ

が
、う
ち
は
八
角
に
橘
で
あ
る
。

井
伊
家
の
紋
章
に
井
戸
の「
井
」

と
い
う
旗
印
と
、
同
じ
く
丸
に

橘
の
紋
所
が
出
て
く
る
。

　

皆
さ
ん
「
お
菓
子
」
と
い
う

言
葉
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
日
本
語
に
は
書
き
言

葉
と
話
し
言
葉
が
あ
る
。
書
き

言
葉
は
大
体
中
国
か
ら
の
外
来

語
を
使
っ
て
い
る
。
漢
字
の
音

読
み
は
、
中
国
の
読
ま
れ
方
で

あ
る
こ
と
を
ま
ず
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
日
本
人
は
日
本
語

の
単
語
を
持
っ
て
い
る
が
、
字

は
持
っ
て
い
な
い
。
平
仮
名
も

片
仮
名
も
、
漢
字
の
変
形
で
あ

る
。
漢
字
を
平
ら
か
に
、
な
め

ら
か
に
し
た
の
は
平
仮
名
で
あ

る
。
漢
字
の
一
部
分
だ
け
取
っ

て
音
を
表
す
た
め
に
符
号
化
し

て
使
う
。
一
部
分
と
い
う
３
文

字
熟
語
は
「
ダ
」
の
字
で
「
一

片
」
と
い
う
。
そ
こ
で
漢
字
の

一
部
分
を
使
い
、
音
を
表
す
符

号
に
使
っ
て
い
る
こ
の
文
字

は
、
漢
字
の
一
片
を
使
っ
た
字

だ
と
い
う
こ
と
で
、
片
仮
名
と

言
っ
て
い
る
。
平
仮
名
も
片
仮

名
も
漢
字
で
あ
る
。

　

日
本
人
は
文
字
を
発
明
し
て

い
な
い
。
例
え
ば
、
空
中
で
寒

い
空
気
と
暖
か
い
空
気
が
擦
れ

合
う
と
静
電
気
が
起
き
、
バ
チ

バ
チ
と
い
う
音
が
し
て
、
ピ
カ

ッ
と
光
る
。
こ
れ
を
日
本
人
が

ど
う
言
う
か
。
当
時
、
色
々
な

も
の
を
み
ん
な
神
様
だ
と
し
て

い
た
。ピ
カ
ピ
カ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
は
、

神
様
が
鳴
っ
て
い
る
と
思
い

「
か
み
な
り
」
と
言
っ
た
。
千

五
百
年
ほ
ど
前
の
古
墳
文
化
の

時
代
に
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
た
。
我
々
の
先
輩
が
日
本

語
で
言
う
か
み
な
り
を
、
中
国

の
人
が
ど
ん
な
字
で
書
い
て
い

る
の
か
調
べ
た
ら
、
雨
か
ん
む

り
の
下
に
田
と
書
い
て
い
た
。

あ
の
現
象
を
表
し
て
い
る
。
こ

の
文
字
は
中
国
文
字
で
、雷（
ら

い
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
の

先
輩
は
雷
（
ら
い
）
と
い
う
文

字
を
日
本
語
の
か
み
な
り
に
当

て
た
。

　

漢
字
を
持
っ
て
い
る
日
本
で

の
読
ま
れ
方
は
、
音
読
み
と
訓

読
み
と
言
っ
て
い
る
。
音
読
み

の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き

て
い
る
熟
語
は
、
中
国
語
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
日
本
の
文
化
を

考
え
る
時
、
こ
れ
を
考
え
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
賢
い
人

ほ
ど
「
漢
字
を
使
え
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
漢
字
に
引
き
ず

ら
れ
て
し
ま
う
。
本
来
の
か
み

な
り
と
い
う
日
本
語
に
漢
字
を

当
て
る
と
し
た
ら
、
神
の
下
に

鳴
と
い
う
字
を
当
て
る
。
歌
舞

伎
の
題
材
に
は
「
鳴
神
（
な
る

か
み
）」
が
あ
り
、
主
人
公
は

か
み
な
り
様
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
お
話
を
し
た
の
は

「
お
菓
子
」
と
い
う
言
葉
は
、

菓
も
子
も
漢
字
の
音
読
み
な
の

で
中
国
語
で
あ
る
。例
え
ば「
衣

服
（
い
ふ
く
）」
は
、
衣
も
服

も
漢
字
の
音
読
み
な
の
で
中
国

語
。
日
本
語
で
は
「
着
物
（
き

も
の
）」
と
言
う
。「
建
造
物
」

は
中
国
語
か
ら
来
た
外
来
語

で
、同
じ
意
味
の
日
本
語
は「
建

物（
た
て
も
の
）」で
あ
る
。「
食

物
（
し
ょ
く
も
つ
）」
に
対
し

て
も
「
食
べ
物
（
た
べ
も
の
）」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、「
菓
子
」
と
い
う
漢
字
の

音
読
み
に
合
わ
せ
た
同
じ
意
味

の
日
本
語
が
無
い
。
日
本
語
が

で
き
上
が
る
当
時
、
お
菓
子
と

い
う
概
念
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

別
の
観
点
で
考
え
る
と
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
に
と
っ
て

お
菓
子
と
は
何
だ
ろ
う
。
甘
け

れ
ば
い
い
。
だ
か
ら
、
甘
い
ス

イ
ー
ト
と
い
う
形
容
詞
を
そ
の

ま
ま
名
詞
に
使
い
、
お
菓
子
と

言
う
意
味
に
使
っ
て
い
る
。
ク

ッ
キ
ン
グ
の
時
、
砂
糖
を
使
わ

な
い
欧
米
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
必
要
な
糖
分
は
食
事
の
メ

イ
ン
が
終
わ
っ
た
後
に
、
デ
ザ

ー
ト
で
取
る
。
従
っ
て
、
彼
ら

の
食
べ
て
い
る
デ
ザ
ー
ト
は
凄

く
甘
い
。

が
持
っ
て
き
た
木
の
花
で
「
た

じ
ま
の
は
な
」
と
い
う
こ
と
か

ら
「
た
ち
ば
な
」
と
呼
ん
だ
と

す
る
説
。
②
柑
橘
類
だ
か
ら
冬

に
実
が
な
り
、
い
い
香
り
が
す

る
。
北
風
が
吹
く
寒
い
冬
、
す

っ
く
と
立
っ
て
香
り
を
放
っ
て

い
る
花
と
い
う
の
で
「
た
ち
ば

な
」
と
呼
ん
だ
説
。
③
高
貴
な

植
物
な
の
で
一
般
民
衆
の
家
に

植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し

く
、
普
通
の
民
家
の
木
と
は
違

う
。
立
派
な
建
物
を
「
館
」
と

い
う
字
を
書
い
て
「
た
ち
」
と

呼
び
、
そ
の
「
た
ち
」
に
植
え

ら
れ
る
木
の
花
だ
か
ら
「
た
ち

ば
な
」
と
呼
ん
だ
説
。
④
香
り

を
立
て
る
花
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
「
た
ち
ば
な
」
と
呼
ん
だ
説

な
ど
が
あ
る
。

　

次
号
に
続
く
。

時
、
前
方
後
円
墳
の
堀
の
中
に

小
さ
な
島
を
作
っ
て
、
埋
葬
し

た
。
島
の
中
で
田
道
間
守
を
祭

っ
て
い
る
神
社
な
の
で
、
中
嶋

神
社
と
言
っ
て
い
る
。
現
在
、

豊
岡
市
の
お
菓
子
の
神
様
と
い

う
神
社
で
あ
る
。

　

橘
は
中
国
語
で
「
き
つ
」
と

読
む
漢
字
だ
が
、
奈
良
時
代
は

太
知
波
奈
と
漢
字
４
文
字
で
表

し
て
、
た
ち
ば
な
と
読
ん
だ
。

橘
と
い
う
言
葉
は
、
今
は
柑
橘

類
の
一
種
の
限
定
さ
れ
た
名
前

だ
が
、
古
い
日
本
語
で
は
柑
橘

類
全
部
で
あ
る
。
今
の
狭
い
意

味
で
言
う
橘
は
、
ほ
ぼ
原
産
に

近
い
形
で
、
か
な
り
早
く
か
ら

日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

昔
は
み
か
ん
の
類
の
木
の
実
、

さ
ら
に
広
げ
、
フ
ル
ー
ツ
全
般

を
こ
の
名
前
で
呼
ん
だ
。

　

橘
の
語
源
は
、
①
田
道
間
守

仁
天
皇
の
九
十
年
目
の
時
、
田

道
間
守
を
常
世
の
国
に
派
遣

し
、
非
時
香
菓
木
実
を
手
に
入

れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
遠
い

か
ら
な
か
な
か
帰
っ
て
こ
な

い
。
派
遣
し
て
か
ら
九
年
目
に

天
皇
が
死
ん
だ
。
昭
和
天
皇
で

さ
え
六
十
四
年
な
の
に
、
千
年

以
上
も
昔
の
天
皇
が
九
十
九
年

も
治
め
た
の
は
、
当
時
の
記
録

が
曖
昧
で
、
延
ば
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
そ
う
い

う
事
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
が
、
兵
庫
県
の
北
部
の
人
た

ち
が
大
陸
に
渡
り
、
香
り
の
い

い
柑
橘
類
の
苗
を
持
っ
て
帰
っ

た
こ
と
が
、
物
語
化
さ
れ
た
と

思
う
。

　

垂
仁
天
皇
の
墓
は
、
西
ノ
京

の
唐
招
提
寺
の
薬
師
寺
の
近
く

に
、
大
き
な
前
方
後
円
墳
が
あ

る
。
田
道
間
守
が
亡
く
な
っ
た

こ
よ
）の
国
に
遣
わ
し
た
。「
非

時
香
菓
（
と
き
な
ら
ず
）」
と

い
う
書
き
方
だ
が
、
読
み
方
は

「
と
き
じ
く
」
と
読
む
。
そ
し

て
「
か
ぐ
わ
し
い
き
の
み
」
と

書
い
て
あ
る
が
「
非
時
香
菓
木

実
（
と
き
じ
く
の
か
ぐ
の
こ
の

み
）」
を
手
に
入
れ
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
垂
仁
天

皇
九
十
九
年
の
秋
七
月
に
「
纏

向
珠
城
宮
（
ま
き
む
く
の
み

や
）」
で
崩
（
か
む
あ
が
り
）

し
た
。「
ま
き
む
く
」は
地
名
で
、

こ
こ
の
御
殿
で
天
皇
は
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
垂
仁
天
皇
が
亡
く

な
っ
た
翌
年
春
三
月
一
日
に
、

田
道
間
守
は
常
世
の
国
よ
り
帰

っ
て
き
た
。
古
事
記
や
日
本
書

紀
が
そ
の
ま
ま
信
じ
ら
れ
な
い

理
由
は
、
当
時
の
天
皇
が
九
十

年
間
も
国
を
治
め
ら
れ
る
は
ず

が
な
い
。
書
い
て
あ
る
の
は
垂

じ
で
「
こ
の
み
」
は
「
き
の
み
」

だ
と
思
う
。「
く
だ
も
の
」
は

木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
で
き
る
フ

ル
ー
ツ
だ
か
ら
「
く
だ
り
も

の
」。
訛
っ
て
「
く
だ
も
の
」

と
い
う
日
本
語
が
で
き
た
。
日

本
の
言
葉
と
し
て
、
中
国
の
菓

子
に
当
て
は
ま
る
単
語
は
「
き

の
み
」「
く
だ
も
の
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
で
は
フ
ル
ー
ツ

が
お
菓
子
で
あ
っ
た
。

編
纂
千
三
百
年
だ
っ
た
。
少
し

遅
れ
て
で
き
た
の
が
「
日
本
書

紀
」
で
あ
る
。
古
い
時
代
だ
か

ら
、
言
い
伝
え
ら
れ
る
う
ち
に

結
構
、
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

垂
仁
天
皇
の
時
代
に
は
、
お
菓

子
が
出
て
く
る
。
垂
仁
天
皇
九

十
年
、
春
二
月
の
１
日
に
天
皇

は
田
道
間
守
に
命
じ
、常
世（
と

語
、
後
付
け
の
言
葉
で
あ
る
。

メ
イ
ン
は
「
菓
（
か
）」
で
、

読
み
方
は
辞
書
に
音
読
み
で

「
か
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の

字
を
訓
読
み
で
読
む
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
が
「
こ
の
み
」
や
「
く

だ
も
の
」で
あ
る
。
昔
の
人
は
、

静
か
な
山
の
中
で
「
お
ー
い
」

と
言
え
ば
、
木
の
魂
が
向
こ
う

か
ら
応
え
て
く
る
と
思
い
「
き

の
た
ま
」、
母
音
が
少
し
変
わ

り
「
こ
だ
ま
」
と
言
っ
た
。
同

　

菓
子
の
「
子
（
し
）」
は
小

さ
い
子
ど
も
に
付
け
る
追
記

ル
ト
ガ
ル
語
も
調
べ
た
し
、
韓

国
で
は
温
か
い
水
と
い
う
言
い

方
を
す
る
。
中
国
語
に
も
湯
が

な
い
。
我
々
の
先
輩
は
ど
ん
な

中
国
文
字
を
当
て
た
か
と
い
う

と
、さ
ん
ず
い
に
易
を
当
て
た
。

「
湯
（
と
う
）」
で
、
中
国
で

温
か
い
ス
ー
プ
の
意
味
だ
。
高

級
な
中
華
料
理
屋
に
は
、
湯
の

つ
い
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
そ

の
字
を
当
て
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
は
、
日
本
の
湯
と
い
う

言
葉
に
当
て
は
ま
る
中
国
文
字

が
無
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

菓
子
も
漢
字
音
読
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国

外
来
と
思
わ
れ
る
熟
語
と
同
じ

意
味
の
日
本
語
は
な
い
。

　

ま
た
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
不

思
議
に
思
い
、
人
に
説
明
さ
れ

て
も
い
ま
だ
に
納
得
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。
鍋
に
水
を
入

れ
て
火
に
か
け
る
時
、
日
本
語

で
「
湯
を
沸
か
す
」
と
い
う
。

お
か
し
い
。
湯
だ
っ
た
ら
沸
か

す
必
要
は
な
い
。
水
を
湯
に
沸

か
す
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日

本
語
で
は
「
湯
を
沸
か
す
」
と

い
う
。
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
の

は
「
湯
（
ゆ
）」
と
い
う
単
語

は
音
が
１
つ
で
、
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
は
な
い
。
純
粋
に
物

の
名
前
を
表
す
。
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
に
「
あ
な
た
の
国
の
言

葉
で
、
湯
を
ど
う
言
う
か
」
と

聞
く
が
、日
本
語
以
外
に
「
湯
」

と
い
う
単
語
は
な
い
。
英
語
は

Ｈ
Ｏ
Ｔ　

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
と
い

う
。
ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、

ト
ル
コ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ

菓
子
と
い
う
言
葉

最
古
の
記
録

「
古
事
記
」ま
た
は

「
日
本
書
紀
」

　

第
８
回
全
国
菓
子
工
業
組
合
連
合
会
青
年
部
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
・
兵
庫
大
会
は
田
辺
眞
人
氏
（
園
田
学
園
女
子

大
学
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
、「
お
菓
子
の
生
活
文

化
史
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

方
と
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

菓
子
は
、日
本
語
で
は

「
菓
子
」と
は

　

フ
ル
ー
ツ
に
関
す
る
最
初
の

記
録
は
、
日
本
で
最
も
古
く
書

か
れ
た
「
古
事
記
」
に
あ
る
。

西
暦
七
一
二
年
に
で
き
た
の

で
、
今
か
ら
５
年
前
が
古
事
記

田辺 眞人氏（園田学園女子大学名誉教授）

お菓子の生活文化史を考える そ
の
①

製菓衛生師・菓子製造技能検定
受験練習問題と解答
定価：1,429円（税別）

全菓連斡旋図書

お申込みは
各県菓子工業組合へ

送料は実費。
県菓子工業組合までは
全菓連負担。

■日本菓子教育センター編集・発行

決定版  和菓子教本
定価：3,500円（税別）

洋菓子教本
～ Les Bases de la Pâtisserie ～
定価：3,050円（税別）

製菓衛生師全書
～和洋菓子・パンのすべて～
定価：3,250円（税別）

菓 子 工 業 新 聞平成29年10月15日 第943号（11） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）
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日
本
菓
子
専
門
学
校
　
福
本 

圭
祐 

教
師秋景色

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
赤
や
黄

色
に
色
づ
い
た
木
々
達
は
風
に

揺
れ
、
カ
ラ
フ
ル
に
色
づ
い
た

葉
は
、
は
ら
は
ら
と
舞
い
落
ち

る
。
ま
る
で
錦
の
反
物
を
広
げ

た
よ
う
に
山
々
は
色
と
り
ど
り

に
染
ま
っ
て
い
く
。
華
や
か
で

明
る
い
春
と
は
ま
た
違
っ
た
趣

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
黄
味
色
、
朱
色
、

挽
茶
色
の
か
る
か
ん
生
地
で

木
々
の
紅
葉
し
た
葉
を
表
し
、

栗
入
り
の
半
小
豆
き
ん
と
ん
餡

を
流
し
合
わ
せ
秋
の
景
色
を
表

現
し
て
み
ま
し
た
。

【
配
合
】
ト
ヨ
型
２
本
分

（
黄
味
か
る
か
ん
生
地
）

同
割
す
り
芋
…
…
…
１
４
４
ｇ

上
白
糖
…
…
…
…
…
…
…
83
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
…
…
約
77
㎖

卵
黄
…
…
…
…
…
…
…
…
24
ｇ

か
る
か
ん
粉
…
…
…
…
…
35
ｇ

上
用
粉
…
…
…
…
…
…
…
51
ｇ

イ
ス
パ
タ
…
…
…
…
１
・
１
ｇ

種
助
…
…
…
…
…
…
１
・
７
ｇ

※
黄
色
素
で
補
色

※
18
×
36
㎝
羊
羹
舟

（
栗
入
り
き
ん
と
ん
餡
）

粉
末
寒
天
…
…
…
…
１
・
８
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
㎖

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
…
46
ｇ

ト
レ
ハ
…
…
…
…
…
…
…
15
ｇ

ハ
ロ
ー
デ
ッ
ク
ス
…
…
…
16
ｇ

白
並
餡
…
…
…
…
…
２
８
２
ｇ

小
豆
並
餡
…
…
…
…
…
…
70
ｇ

蜜
漬
け
栗（
刻
み
）…
１
７
６
ｇ

煮
詰
め
上
が
り
重
量

　
　
　
　

…
…
…
…
７
０
０
ｇ

【
工
程
】

（
か
る
か
ん
生
地
）

①
同
割
す
り
芋
に
上
白
糖
を
加

え
麺
棒
で
良
く
す
り
混
ぜ
粘
り

を
出
す
。

②
水
を
徐
々
に
加
え
混
ぜ
、
卵

黄
を
加
え
す
り
混
ぜ
る
。

※
卵
黄
の
色
が
薄
い
よ
う
で
あ

れ
ば
黄
色
素
で
補
色
を
す
る
。

③
か
る
か
ん
粉
、
上
用
粉
、
イ

ス
パ
タ
、
種
助
を
加
え
手
早
く

混
ぜ
合
わ
せ
る
。

（
き
ん
と
ん
餡
）

①
手
鍋
に
水
、
粉
末
寒
天
を
入

れ
、火
に
か
け
加
熱
溶
解
す
る
。

②
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、
ト
レ
ハ
を

加
え
加
熱
溶
解
す
る
。

③
白
並
餡
、
こ
し
並
餡
を
加
え

加
熱
溶
解
を
す
る
。

④
刻
ん
だ
蜜
漬
け
栗
を
加
え
煮

詰
め
上
が
り
重
量
ま
で
煮
詰
め

る
。

⑤
上
が
り
際
に
ハ
ロ
ー
デ
ッ
ク

ス
を
加
え
混
ぜ
合
せ
る
。

（
仕
上
げ
）

①
か
る
か
ん
生
地
の
一
部
を
朱

色
と
挽
茶
色
（
各
約
50
ｇ)

に

着
色
す
る
。

②
羊
羹
舟
に
セ
パ
レ
ー
ト
を
敷

き
込
み
、
２
色
の
か
る
か
ん
生

地
を
ハ
ケ
塗
り
す
る
。

※
２
色
の
生
地
を
ム
ラ
な
く
塗

る
。

③
絞
り
袋
（
平
口
金
Ｎ
ｏ
・
３
）

で
そ
の
上
に
平
ら
に
絞
り
つ
ゆ

取
り
を
し
て
約
15
分
で
蒸
し
上

げ
る
。

④
蒸
し
上
げ
た
生
地
を
羊
羹
舟

よ
り
出
し
て
底
紙
を
は
が
し
て

冷
却
し
、
１
／
２
に
カ
ッ
ト
し

て
ト
ヨ
型
に
敷
き
込
み
、
き
ん

と
ん
餡
を
流
し
て
冷
却
す
る
。

⑤
冷
却
後
、
３
㎝
に
カ
ッ
ト
し

て
、
楓
の
焼
き
印
を
押
し
て
仕

上
げ
る
。

☆
こ
の
製
品
は
菓
名
、
仕
上
げ

の
色
、
焼
き
印
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
色
々
と
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
試
し
下

さ
い
。

秋
景
色
（
仮
称
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

香
川
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部
に
所
属
し
て
い
る
、
丸
亀

の
お
店
を
二
軒
紹
介
し
ま
す
。

　

う
ち
わ
作
り
で
有
名
な
丸
亀
市
は
、
香
川
県
で
２
番
目
に

大
き
な
街
で
、
日
本
一
高
い
石
垣
を
誇
る
丸
亀
城
が
あ
り
、

古
く
か
ら
金
毘
羅
山
の
参
拝
口
と
し
て
栄
え
た
、
歴
史
を
感

じ
る
城
下
町
で
す
。

　

寶
月
堂
さ
ん
は
大
正
６
年
創

業
で
、
今
年
が
１
０
０
周
年
に

な
り
ま
す
。
１
０
０
周
年
を
機

に
新
し
く
店
舗
を
改
装
さ
れ
ま

し
た
。
創
業
当
初
の
建
材
を
生

か
し
た
改
装
施
工
で
、
特
に
隣

の
洋
館
は
丸
亀
市
の
指
定
文
化

財
と
し
て
申
請
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
讃
岐
丸
亀
藩
の

石
高
六
万
石
に
ち
な
ん
だ
代
表

銘
菓
「
六
万
石
」
は
、
丸
亀
藩

主
京
極
家
の
末
裔
に
あ
た
る
方

か
ら
由
緒
あ
る
家
紋
「
四
ツ
目

結
」
を
特
別
に
使
わ
せ
て
い
た

　

甘
月
堂
さ
ん
は
、
昭
和
24
年

創
業
の
お
店
で
、
創
業
当
初
か

ら
作
り
続
け
て
い
る
代
表
商
品

の
「
丸
亀
城
」
は
、
大
き
な
栗

が
入
っ
た
漉
し
餡
を
黄
味
練
り

皮
で
包
ん
だ
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う

で
す
。
う
ち
わ
を
意
匠
と
し
た

最
中
「
丸
亀
そ
だ
ち
」
や
、
丸

亀
藩
の
旗
印
に
ち
な
ん
だ
菓
子

「
立
鼓
」・「
う
ち
わ
所
」
と
、

ど
れ
も
土
地
柄
を
感
じ
と
れ
る

商
品
で
し
た
。

　

甘
月
堂
さ
ん
は
大
福
も
人
気

の
お
店
で
、
い
ち
ご
大
福
だ
け

で
も
餡
の
種
類
は
16
種
類
も
あ

り
、
プ
リ
ン
大
福
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
バ
ナ
ナ
の
大
福
な
ど
、

季
節
に
も
よ
り
ま
す
が
常
時
20

種
類
く
ら
い
は
店
頭
に
な
ら
ん

で
お
り
ま
す
。

　

二
軒
の
お
店
と
も
丸
亀
を
愛

し
地
域
に
根
付
い
た

菓
子
作
り
、
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
う
為

に
時
代
の
流
れ
や
お

客
様
の
嗜
好
に
合
わ

せ
た
店
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
丸
亀

に
お
越
し
の
際
は
是

非
と
も
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

　

全
菓
連
青
年
部
中

・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

・
田
村
正
太
郎

だ
い
て
お
り
、
自
家
製
漉
し
餡

を
求
肥
で
包
み
込
み
、
四
ツ
目

結
の
焼
印
を
押
し
た
最
中
種
で

は
さ
ん
だ
、
歴
史
観
溢
れ
る
上

品
な
味
わ
い
の
御
菓
子
で
す
。

　

そ
の
他
に
「
京
極
さ
ま
」「
丸

亀
う
ち
わ
煎
餅
」「
う
ち
わ
の

町
サ
ブ
レ
」「
銘
菓
ま
る
が
め
」

「
丸
亀
お
城
も
な
か
」
と
、
丸

亀
に
ち
な
ん
だ
御
菓
子
を
多
く

手
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の

辺
り
の
地
域
で
馴
染
み
の
あ
る

細
長
い
形
状
を
し
た「
栗
饅
頭
」

は
、
丸
亀
の
ほ
と
ん
ど
の
菓
子

屋
が
作
っ
て
お
り
ま
し
て
、
寶

月
堂
さ
ん
が
「
栗
饅
頭
」
発
祥

の
店
だ
そ
う
で
す
。

　

後
継
ぎ
で
あ
る
桑
田
夫
妻

は
、
新
し
い
取
り
組
み
に
も
熱

心
で
、
28
年
度
の
か
が
わ
県
産

品
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
辛
糖
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

季
節
ご
と
に
出
来
立
て
の
物
を

提
供
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
お
り
、取
材
時
（
８
月
）
は
、

地
元
素
材
を
生
か
し
た
、
桃
・

茶
の
か
き
氷
を
提
供
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
桑
田
さ
ん
曰
く
、
こ

れ
ま
で
先
祖
が
守
り
続
け
て
き

た
伝
統
や
技
術
、
味
を
守
り
つ

つ
、
時
代
に
沿
っ
た
新
し
い
和

菓
子
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
店
に
加

え
、
地
域
の
生
活
に
常
に
寄
り

添
え
る
菓
子
屋
を
目
指
し
て
い

く
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
一
世
紀
、丸
亀
の
老
舗

寶
月
堂

創
作
大
福
で
お
客
様
を
笑
顔
に

甘
月
堂

寶月堂（ほうげつどう）
丸亀市米屋町16番地

電　話　0877-23-0300

定休日　元旦のみ

店
舗
デ
ー
タ

レ
モ
ン
・
苺
・
甘
酒
・
抹

店
舗
デ
ー
タ

甘月堂（かんげつどう）
丸亀市浜町3-8
電　話　0877-22-4889
定休日　毎水曜日
　　　　第1・3火曜日

甘
月
堂
の
お
菓
子

甘
月
堂
の
矢
野
社
長

種
類
豊
富
な
大
福

丸
亀
の
栗
ま
ん
じ
ゅ
う

寶
月
堂
の
後
継
ぎ
桑
田
夫
妻

購読をご希望の方は全国菓子工業組
合連合会宛て電話か FAX若しくは
メールでお申し込みくださいますよ
うお願い致します。

	 電　話	０３－３４００－８９０１
	 ＦＡＸ	０３－３４０７－５４８６
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